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特集　　誇りと自信と
市役所の地球温暖化対策の実績報告

伊東市史講演会「伊東湊が結び付けるもの」
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カゼをひきやすい季節になりました。外から帰ったらうがいと手洗いをして、カゼを予防しましょう！�
（写真は伊東幼稚園湯川分園の加藤雛子ちゃん）�



伊東の観光不況が叫ばれて久しい。�
平成３年に895万人を数えた伊東への来遊客は、�
数年後には1000万人を突破するものと思われた。�
しかし、それをピークに減少に転じ、�
昨年ついに昭和61年以来18年ぶりに700万人を割り、�
600万人代へと落ち込んだ。�
�
「観光のまち・伊東」�
それは市民だれしもが持っている認識であり、�
またささやかな誇り、自信でもある。�
しかし今、その誇りと自信は大きく揺らいでいる…�
今月は、観光のまち・伊東の成長を振り返り、�
また現状について経済的な視点からみていくとともに�
今後の伊東の観光のあり方について考えてみたい。�

t秘書広報課　d内線２２２４

伊東市は多くの観光名所に恵まれるとともに、先人た
ちのたゆまない努力により、多くの観光イベントを開
催してきた。

＊３ページ左上の写真から
①冬から春にかけて、市内に10か所以上あるみかん園
は、多くのみかん狩り客で賑わう

②初春に行われる「つばき観賞会」は、春の訪れを感
じたい高齢の観光客に人気

③伊豆高原の桜並木には、3000メートルの道路の両脇
に、3000本の桜が咲き競う

④10万本のつつじが咲き乱れる「小室山つつじまつ
り」は、小室山に渋滞の長蛇ができる

⑤「松川タライ乗り競走」は今年50回目を迎えた伝統
イベント。イタリア・リエティ市との友好都市締結
のきっかけとなった。

⑥「松川―海上灯ろう流し」は、昭和3年建築の東海
館を背景に、夏の風流を演出

⑦「按針祭海の花火大会」は、20万人を誘客する伊東
最大のお祭り

⑧「箸まつり」は、観光客が使用した十万膳の箸を供
養する夏の締めくくりイベント

⑨総合芸術家・野村万之丞氏（故人）が、中世民俗の
芸能を現代風にアレンジした「伊東大田楽」

⑩「山形花笠踊り」を踊りやすく伊東オリジナルのも
のに変えた「伊東温泉花笠踊り」は、２千人以上の
人が踊りを楽しむ

⑪「お座敷文化大学」では、化粧、衣装着付けなどで、
芸者姿に変身。古き良き伊東の芸者文化にふれるこ
とができる

⑫「尻つみ祭り」は、境内でお囃子のリズムに乗って
お尻をぶつけ合う尻相撲大会が行われる

伊東の観光名所や観光イベント�

観
光
の
ま
ち
・
伊
東
の
市
民
で
あ
る
こ
と

特
　
集

はやし
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大室山
標高581メートル
の火山。頂上に火
口跡があり、お鉢
周りができるよう
になっている。伊
東の代表的な観光
名所の一つ。

一碧湖
「伊豆の瞳」と呼
ばれる伊豆半島で
唯一の湖。歌人の
与謝野鉄幹・晶子
も愛したと言われ、
四季折々の表情を
見せる。

東海館
昭和３年に建てら
れた木造温泉旅館。
変木がふんだんに
使われ、昭和初期
の旅館のたたずま
いを今に伝える。
現在、市の観光・
文化施設。

城ヶ崎海岸
大室山の噴火によ
り流出した溶岩が
作ったリアス式海
岸で、伊東の代表
的な観光名所の一
つ。「城ヶ崎ブル
ース」がヒット。

小室山
海際にそびえる海
抜321メートルの
小山で、眼下に相
模湾、伊豆七島が
一望できるほか、
富士山を背景にま
ちを見下ろせる。

奥野ダム（松川湖）
平成元年に完成し
た伊豆半島唯一の
本格的ロックフィ
ルダム。花の広場
や水遊び広場など
ファミリー向けで、
どちらかと言うと
隠れた観光名所。

⑫

②① ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪
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多
く
の
著
名
人
に
愛
さ
れ
た

明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期

　
観
光
の
ま
ち
・
伊
東
の
誕
生
は
、

ま
だ
鉄
道
が
開
通
し
て
い
な
か
っ

た
こ
ろ
、
政
財
界
の
お
歴
々
が
伊

東
へ
来
遊
し
た
こ
と
に
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
当
時
、
伊
東
は
「
東
京

の
奥
座
敷
」
と
言
わ
れ
、
若
槻
礼

次
郎
首
相
や
東
郷
平
八
郎
元
帥
、

北
里
柴
三
郎
博
士
な
ど
、
後
世
に

名
を
残
し
た
方
た
ち
が
別
荘
を
建

て
た
り
、
遊
び
に
来
た
り
し
て
、

徐
々
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
は
、
多
く
の
文
人
墨
客

が
伊
東
を
訪
れ
ま
し
た
。
室
生
犀

星
・
北
原
白
秋
・
川
端
康
成
・
与

謝
野
鉄
幹
、
晶
子
・
尾
崎
士
郎
・

坂
口
安
吾
な
ど
、
全
国
的
に
著
名

な
作
家
が
伊
東
の
四
季
、
風
物
、

生
活
人
情
な
ど
を
愛
し
、
詩
情
お

も
む
く
ま
ま
に
名
作
や
逸
話
を
残

し
ま
し
た
。

心
身
を
癒
し
た
観
光
客
が

下
駄
の
音
を
鳴
ら
し
な
が
ら

名
所
旧
跡
を
楽
し
む

　
そ
の
後
、
昭
和
13
年
に
伊
東
線

が
開
通
し
て
首
都
圏
か
ら
の
交
通

が
便
利
に
な
り
、
戦
後
は
経
済
成

長
と
共
に
、
多
く
の
人
が
伊
東
を

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
初
期
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

は
、
大
ウ
ナ
ギ
や
ユ
ゴ
イ
な
ど
が

生
息
し
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
た
「
浄
の
池
（
※
１
）
」
の

ほ
か
、
日
蓮
上
人
ゆ
か
り
の
仏
現

寺
・
仏
光
寺
や
、
伊
豆
の
豪
族
・

伊
東
祐
親
の
墓
、
伊
東
城
址
跡
の

名
勝
「
物
見
の
松
」
や
葛
見
神
社

の
大
楠
（
樹
齢
千
数
百
年
）
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。
温
泉
で
心
身
を

癒
し
た
観
光
客
は
、
カ
ラ
ン
コ
ロ

ン
と
下
駄
の
音
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
名
所
旧
跡
や
温
泉
街
を

散
策
し
た
よ
う
で
す
。

観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
、

開
発
が
始
ま
る

　
昭
和
10
年
代
か
ら
20
年
代
に
か

け
て
は
、
伊
東
は
多
く
の
劇
場
映

画
の
ロ
ケ
地
と
な
り
ま
し
た
。
昭

和
15
年
ご
ろ
、
一
碧
湖
で
は
李
香

蘭
（
山
口
淑
子
）
主
演
の
「
サ
ヨ

ン
の
鐘
」
が
撮
影
さ
れ
、
昭
和
24

年
に
は
「
湯
の
町
悲
歌
（
エ
レ
ジ

ー
）
」
が
、
市
や
観
光
協
会
、
旅

館
に
よ
る
ロ
ケ
協
力
の
も
と
撮
影

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
映
画
は
大
ヒ

ッ
ト
し
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
代
に
な
る
と
、
伊
東

に
潜
在
し
て
い
た
観
光
資
源
を
掘

り
起
こ
し
、
人
工
的
に
開
発
す
る

動
き
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一

つ
と
し
て
、
大
室
山
や
岩
室
山
周

　交通網が発達し、国内の移動が“旅行”と
して庶民的な感覚で楽しまれるようになった
ころ、伊東が観光地として脚光を浴びるよう
になった。豊富な温泉と風光明媚（ふうこう
めいび）な自然を大きな魅力に、多くの観光
客を迎え入れる観光都市へと成長していった。�
　ここでは、伊東観光協会の前事務局長・水
口進吾さんにお話を聞き、観光のまち・伊東
の成長を振り返る。�

まちの中心部を流れる松川と大川橋（昭和10年ごろ）。右には
当時の木造温泉旅館の大東館や東海館（平成９年に市に寄贈
され、現在、伊東温泉観光・文化施設）が見える。　

※1 温泉湧出の変動などで特有の魚類が見られなくなり、昭和57年に指定解除。�

伊東観光協会　前事務局長

水口進吾さん

む
ろ

お

さ
い

り

こ
う

ら
ん

せ
い

い
や
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辺
の
原
野
が
分
譲
開
発
さ
れ
、
そ

の
中
心
施
設
と
し
て
昭
和
34
年
に

「
伊
豆
シ
ャ
ボ
テ
ン
公
園
」が
誕
生

し
ま
し
た
。
当
時
、
国
内
初
の
動

物
放
し
飼
い
の
園
と
し
て
注
目
さ

れ
、
昭
和
45
年
に
は
天
皇
皇
后
両

陛
下
が
ご
来
園
さ
れ
る
な
ど
、
国

内
有
数
の
公
園
へ
と
成
長
し
ま
し

た
。
昭
和
37
年
に
は
「
伊
東
水
族

館
」
が
国
道
１
３
５
号
湯
川
横
磯

に
オ
ー
プ
ン
。
伊
豆
に
入
る
車
の

関
所
的
存
在
と
な
り
、
多
く
の
客

の
足
を
引
き
留
め
ま
し
た（
※
２
）。

団
体
旅
行
ブ
ー
ム
を
背
景
に

さ
ら
に
観
光
施
設
を
整
備

　
昭
和
40
年
代
に
な
る
と
、
イ
ザ

ナ
ギ
景
気
、
昭
和
元
禄
と
言
わ
れ

た
好
況
で
、
伊
東
も
沸
き
ま
し
た
。

昭
和
40
年
に
は
「
伊
豆
ぐ
ら
ん
ぱ

る
公
園
」
の
前
身
で
あ
る
「
伊
豆

コ
ス
モ
ラ
ン
ド
」
が
、「
地
球
儀

型
大
温
室
」
を
オ
ー
プ
ン
。
東
京

の
旧
丸
ビ
ル
よ
り
高
い
球
型
熱
帯

植
物
園
で
、
伊
豆
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
り
ま
し
た
。
昭
和
42
年
３
月
28

日
の
「
伊
豆
め
ぐ
り
定
期
観
光
バ

ス
」
は
、
１
４
０
０
組
の
新
婚
さ

ん
を
運
び
、
同
年
４
月
の
地
元
バ

ス
会
社
の
新
規
採
用
車
掌
ガ
イ
ド

は
２
７
８
人
に
上
り
ま
し
た
。

　
昭
和
43
年
、
星
野
哲
郎
作
詞
、

関
野
幾
生
作
曲
の
「
城
ヶ
崎
ブ
ル

ー
ス
」
が
、
黒
澤
明
と
ロ
ス
プ
リ

モ
ス
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
、
同
年
12

月
に
は
、
歌
碑
の
建
立
除
幕
式
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
47
年
に
は
、
第
一
回
「
小

室
山
つ
つ
じ
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、

10
万
本
の
つ
つ
じ
が
辺
り
一
面
を

紅
色
に
染
め
、
観
光
客
を
花
の
楽

園
に
誘
い
ま
し
た
。

　
昭
和
50
年
に
「
池
田
20
世
紀
美

術
館
」
が
一
碧
湖
畔
に
開
館
し
、
現

在
、
伊
豆
高
原
地
域
に
数
多
く
点

在
す
る
文
化
・
芸
術
施
設
の
草
分

け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
施

設
は
観
光
の
大
き
な
牽
引
力
で
す
。

　
昭
和
54
年
に
完
成
し
た
「
さ
く

ら
の
里
」
は
、
大
室
山
の
裾
野
４

万
㎡
に
広
が
る
園
内
に
、
40
種
３

０
０
０
本
の
さ
く
ら
が
植
栽
さ
れ
、

４
月
上
旬
は
周
囲
に
信
号
も
な
い

の
に
渋
滞
を
引
き
起
こ
す
ほ
ど
の

人
気
で
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
伊
東
の
昭
和
の
歴
史
は
、
ま
さ

に
観
光
の
歴
史
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
昭

和
40
年
代
か
ら
平
成
初
期
に
か
け

て
は
、
多
く
の
団
体
客
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
が

隆
盛
し
た
ほ
か
、
企
業
の
寮
・
保

養
所
な
ど
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し

た
。
伊
東
の
「
華
や
か
な
時
代
」

で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

①大ウナギやユゴイなどが生息した初期の観光スポット
「浄の池」
②温泉街を散策する観光客（昭和30年ごろ）
③一碧湖でロケが行われた「サヨンの鐘」（ビデオパッケ
ージ）
④「伊豆シャボテン公園」にご来園された昭和天皇、皇
后両陛下
⑤湯川の国道沿いにできた「伊東水族館」からは、多く
のイルカ調教師が全国に巣立った
⑥伊豆のシンボルとなった「地球儀型大温室」は、家族
連れに大人気
⑦城ヶ崎ブルースの歌碑の建立除幕式。後ろでは芸妓衆
が踊っている

※2 海岸埋立てにより昭和60年に閉館。�

い
ざ
な

け
ん
い
ん
り
ょ
く

特
　
集

895

676
601

416

204
147

100

200

300

400

500

600

700

800

900

（万人）

昭
和
28
年

昭
和
30
年

昭
和
40
年

昭
和
50
年

昭
和
60
年

平
成
３
年

伊東市への来遊客数（万人）伊東市観光課調べ�
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伊
東
市
へ
の
来
遊
客
数
は
、
こ

こ
数
年
、
対
前
年
比
プ
ラ
ス
マ
イ

ナ
ス
５
％
内
外
で
推
移
し
、
全
体

と
し
て
減
少
傾
向
に
あ
る
。
来
遊

客
数
は
ピ
ー
ク
の
平
成
３
年
に
比

べ
、
昨
年
は
25
％
（
約
２
２
０
万

人
）
も
減
少
し
て
い
る
。
平
成
３

年
は
、
市
内
の
宿
泊
・
観
光
施
設

も
現
在
よ
り
多
く
、
単
純
比
較
は

で
き
な
い
が
、
観
光
客
が
大
幅
に

減
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　観
光
動
向
は
、
経
済
波
及
効
果
が

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
に
対
し
て

最
も
大
き
い

　
近
年
、
全
国
的
傾
向
と
し
て
旅

行
形
態
に
変
化
が
み
ら
れ
、
団
体

旅
行
は
減
り
、
家
族
・
グ
ル
ー
プ

中
心
の
個
人
旅
行
が
主
流
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
刊

行
の
観
光
白
書
（
平
成
16
年
）
に

よ
れ
ば
、
国
民
１
人
当
た
り
の
宿

泊
観
光
旅
行
回
数
は
１
・
１
８
回

（
対
前
年
比
８
％
減
、
平
成
３
年

１
・
７
３
回
）
、
観
光
旅
行
宿
泊

数
は
１
・
９
２
泊
（
対
前
年
比

４
・
０
％
減
、
平
成
３
年
３
・
０

６
泊
）
で
あ
り
、
観
光
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
大
変
厳
し
く
な
っ
て

い
る
。
観
光
動
向
は
、
直
接
的
な

経
済
波
及
効
果
が
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
に
対
し
て
最
も
大
き
い
と
言

わ
れ
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
が
大

多
数
を
占
め
る
本
市
の
産
業
構
造

で
は
、
観
光
の
活
性
化
が
「
ま
ち

の
命
運
」
を
握
っ
て
い
る
と
言
え

る
。

苦
戦
を
し
て
い
る
が
、

ま
だ
伊
東
に
呼
び
込
む

「
余
地
」
は
あ
る

　
今
年
も
伊
東
の
観
光
は
苦
戦
し

て
い
る
。
し
か
し
、
旅
行
の
目
的

志
向
と
し
て
、
温
泉
は
第
１
位
（
６

０
・
１
％
）
で
あ
り
、
ま
た
多
様

化
す
る
余
暇
活
動
の
中
で
も
、
温

泉
旅
行
の
人
気
は
依
然
と
し
て
高

い（
平
成
16
年
・
日
本
交
通
公
社
調

べ
）。
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て

も
「
伊
東
温
泉
」
は
広
く
知
ら
れ

て
お
り
（
認
知
率
87
ポ
イ
ン
ト
）
、

そ
の
う
ち
45
％
が
「
ま
だ
訪
れ
た

こ
と
が
な
い
」
と
い
う
（
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
全
国
温
泉
調
査
）
。

　
観
光
旅
行
に
対
す
る
潜
在
需
要

を
、
伊
東
に
呼
び
込
む
「
余
地
」

は
ま
だ
十
分
あ
る
と
言
え
る
。

不
況
に
苦
し
み
低
迷
す
る

観
光
の
ま
ち
・
伊
東

100

200
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500

600

700

800

900
883

808 794
738 721 717

675

（万人）

平
成
４
年

平
成
６
年

平
成
８
年

平
成
10
年

平
成
12
年

平
成
14
年

平
成
16
年

伊東市への来遊客数（万人）伊東市観光課調べ�

特
　
集

　平成３年の895万人を頂点に、
伊東への来遊客は減少に減少を重ね、
昨年ついに700万人代を割り込み、
675万人まで落ち込んだ。�
　ここでは、全国的な観光動向を見
ながら、経済的な視点で平成３年以
降の状況について考えてみたい。�

かつて電車利用の観光客で賑わった伊
東駅周辺も、市街地空洞化と相まって
ずい分人影が少なくなった
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経
済
が
成
長
し
て
い
る
時
期
に

は
、
給
料
が
上
が
っ
て
い
く
の
と

同
様
に
、
宿
泊
料
金
も
長
い
期
間

を
か
け
て
毎
年
５
０
０
円
ず
つ
ぐ

ら
い
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
、
旅
館
や
ホ
テ
ル
は
設

備
投
資
に
か
か
っ
た
借
金
を
、
返

済
す
る
見
通
し
を
立
て
て
い
た
わ

け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
は
宿

泊
料
金
の
低
料
金
化
が
激
し
く
、

な
ん
と
20
年
ぐ
ら
い
前
の
水
準
に

戻
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
方
で

人
件
費
、
水
道
・
光
熱
費
な
ど
は

宿
泊
料
金
ほ
ど
下
が
っ
て
い
ま
せ

ん
。
本
当
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
最
も
苦
し
い
の
が
資
産
デ
フ
レ

（
こ
こ
で
は
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
土

地
・
建
物
な
ど
の
資
産
価
値
が
下

が
る
こ
と
）
で
す
。
そ
の
価
値
が

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
以
前
よ
り
10

分
の
１
以
下
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
、

金
融
機
関
も
担
保
が
な
い
か
ら
融

資
を
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
伊
東
ほ

ど
資
産
デ
フ
レ
が
厳
し
い
と
こ
ろ

は
ほ
か
に
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
さ
ら
に
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら

は
群
発
地
震
が
多
発
し
、
大
変
な

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

を
補
う
た
め
、
多
く
の
旅
館
や
ホ

テ
ル
が
お
金
を
借
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
こ
れ
ら
の
旅
館
・
ホ
テ

ル
は
現
在
お
金
を
借
り
に
く
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
わ
た
し

た
ち
の
仲
間
は
最
盛
期
に
比
べ
、

半
分
以
下
に
ま
で
減
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て

い
く
の
か
予
想
も
た
て
づ
ら
い
の

で
す
が
、
た
だ
、
組
合
と
し
て
は

昔
の
よ
う
に
観
光
客
が
来
る
の
を

待
つ
の
で
は
な
く
、
時
代
が
求
め

る
も
の
を
敏
感
に
捉
え
、
次
の
よ

う
な
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
首
都
圏
で
は
体
験
で
き
な
い
自

然
を
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス

②
健
康
を
テ
ー
マ
と
し
た
高
齢
者

に
や
さ
し
い
旅
館
・
ホ
テ
ル
づ

く
り

③
静
岡
空
港
開
港
に
伴
う
国
際
化

に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
主
要
な
検

索
サ
イ
ト
で
の
Ｐ
Ｒ

　
伊
東
が
個
性
的
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
関
係
の
方
々

と
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
か
ら
20
年
前
に
円
高
是
正
を

目
指
し
て
結
ば
れ
た
プ
ラ
ザ
合
意

は
、
結
果
的
に
は
日
本
に
バ
ブ
ル

経
済
の
芽
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

５
年
後
の
平
成
２
年
に
は
バ
ブ
ル

は
最
盛
期
を
迎
え
、
そ
し
て
崩
壊

し
ま
し
た
。
そ
の
後
「
失
わ
れ
た

10
年
」
を
経
て
今
日
に
至
る
わ
け

で
す
が
、
こ
の
間
の
社
会
経
済
の

変
化
は
激
し
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

　
伊
東
で
は
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
、

寮
・
保
養
所
な
ど
宿
泊
施
設
の
減

少
が
、
市
内
経
済
に
大
き
な
ダ
メ

ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。
か
つ
て
は
、

東
京
23
区
や
大
手
企
業
の
保
養
所

な
ど
も
市
内
に
数
多
く
点
在
し
、

こ
う
し
た
と
こ
ろ
と
の
取
引
を
通

じ
て
、
業
績
を
築
い
て
き
た
市
内

事
業
所
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
撤
退

に
伴
い
、
業
況
も
後
退
す
る
な
ど
、

バ
ブ
ル
後
の
傷
は
な
か
な
か
癒
え

ま
せ
ん
。
宿
泊
業
の
収
支
を
計
る

源
泉
と
も
言
え
る
宿
泊
客
数
が
、

バ
ブ
ル
以
後
は
大
き
く
減
少
し
、

旅
行
主
体
が
団
体
か
ら
家
族
・
小

グ
ル
ー
プ
へ
と
移
行
す
る
中
で
、

宿
泊
業
の
あ
り
方
に
も
変
化
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
設

備
投
資
の
困
難
性
な
ど
、
こ
の
業

種
固
有
の
課
題
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
さ
て
、
観
光
は
経
済
波
及
効
果

が
約
50
兆
円
に
も
達
す
る
巨
大
産

業
で
す
。
将
来
の
見
通
し
も
専
門

家
の
多
く
が
期
待
で
き
る
と
の
見

方
を
示
し
て
い
ま
す
。
首
都
圏
で

働
く
人
た
ち
が
ス
ト
レ
ス
解
消
の

た
め
旅
行
す
る
割
合
が
増
え
て
い

る
こ
と
や
、
団
塊
の
世
代
の
退
職

後
の
動
向
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
日
本
の
観
光
政
策
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
「
住
ん
で
よ
し
　
訪
れ
て
よ

し
の
国
づ
く
り
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、
住
む
人
が
「
こ
こ

は
い
い
と
こ
ろ
だ
」
と
思
え
る
地

域
は
、
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
も
魅

力
あ
る
と
こ
ろ
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
伊
東
は
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
、

潜
在
力
の
高
さ
を
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
（
観

光
客
の
要
望
）
に
こ
た
え
る
こ
と

の
で
き
る
多
面
体
の
観
光
地
で
も

あ
り
ま
す
。
良
好
な
自
然
環
境
や

国
内
ベ
ス
ト
５
に
入
る
豊
富
な
温

泉
な
ど
も
生
か
し
て
、
魅
力
あ
る

メ
ニ
ュ
ー
や
地
域
づ
く
り
に
ス
ク

ラ
ム
を
組
み
た
い
も
の
で
す
。

宿泊料金の低料金化や�
資産デフレ、�
群発地震の影響が�
旅館やホテルの�
経営を圧迫�

市内に数多くあった�
東京２３区や大手企業の�

保養所などが撤退�
市内の取引事業所に�

大きな打撃�

伊東商工会議所

専務理事　前田宗宏さん
伊東温泉旅館ホテル協同組合

理事長　稲葉安光さん
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　では、これからの伊東は、まち全体としてどのようにしていく
べきなのだろうか。まずは市外の方がどのように考えているかを
知るべく、全国的な視野のもと有識者に意見を聞いた。�

まち全体が真の�
「リゾート」都市に�
なること�
市街地は、クルマ優先から�
ヒト優先へ�

　
伊
東
市
は
、
か
つ
て
は
鉄
道
、

道
路
と
も
に
、
伊
豆
の
他
地
域
よ

り
も
有
利
な
立
地
に
あ
っ
た
が
、

今
や
そ
の
よ
う
な
優
位
性
が
崩
れ

て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
航
空
の

発
達
と
規
制
緩
和
に
よ
り
、
北
海

道
や
沖
縄
へ
の
旅
行
が
、
伊
豆
へ

の
旅
行
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
旅

行
費
で
可
能
に
な
り
、
伊
東
温
泉

は
全
国
の
観
光
地
と
競
争
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
外
部
要
因
の
ほ
か
に

も
、
伊
東
市
が
小
さ
な
温
泉
町
で

な
い
た
め
に
、
政
策
が
観
光
だ
け

に
傾
斜
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
う

え
に
、
都
市
構
造
も
温
泉
地
区
と

商
業
地
区
、
住
宅
地
区
が
混
在
し

て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
温
泉
地
と

し
て
の
風
情
を
醸
成
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

　
伊
東
市
は
１
９
５
０
年
に
、
国

際
観
光
温
泉
文
化
都
市
建
設
法
の

都
市
に
選
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
精

神
に
戻
り
、
ま
ち
全
体
が
真
の

「
リ
ゾ
ー
ト
」
都
市
に
な
る
こ
と

で
あ
る
。
温
暖
な
気
候
と
海
と
温

泉
と
い
う
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
必

須
の
要
素
を
持
ち
、
川
奈
と
城
ヶ

崎
海
岸
の
す
ば
ら
し
さ
は
定
着
し
、

ダ
イ
ビ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
と
し
て
富

戸
は
人
気
上
昇
中
で
あ
り
、
多
く

の
美
術
館
を
も
ち
、
伊
豆
高
原
の

別
荘
地
域
は
年
々
美
し
く
な
っ
て

い
る
。
と
な
る
と
、
伊
東
市
の
最

大
の
問
題
は
市
街
地
に
あ
る
。

　
市
街
地
を
都
市
の
魅
力
の
視
点

か
ら
見
直
し
、
抜
本
的
な
て
こ
入

れ
と
し
て
、
ク
ル
マ
優
先
か
ら
、

ヒ
ト
優
先
の
ま
ち
に
転
換
す
る
こ

と
で
あ
る
。
中
心
市
街
地
か
ら
ク

ル
マ
を
閉
め
出
す
。
採
算
が
当
初

は
厳
し
い
が
、
供
給
先
行
で
バ
ス

路
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、

運
行
の
頻
度
を
増
す
こ
と
で
あ
る
。

伊
東
市
が
歩
い
て
楽
し
い
市
街
地

を
取
り
戻
す
と
い
っ
た
、
観
光
の

ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
こ
と
に

期
待
し
た
い
。

　
東
北
、
甲
信
越
、
東
海
方
面
な

ど
、
地
方
へ
の
幹
線
道
路
が
放
射

状
に
伸
び
、
３
６
０
度
ど
こ
へ
で

も
行
け
る
よ
う
な
首
都
圏
で
す
が
、

緑
と
美
し
い
海
、
趣
の
あ
る
温
泉

と
条
件
を
そ
ろ
え
る
と
候
補
地
は

存
外
少
な
く
、
伊
豆
は
昔
か
ら
魅

力
あ
ふ
れ
る
観
光
地
で
あ
る
よ
う

で
す
。
観
光
関
係
者
に
伺
っ
て
み

る
と
、「
鉄
道
や
道
路
が
便
利
で
、

何
よ
り
も
古
く
か
ら
の
温
泉
地
、

保
養
地
と
し
て
の
歴
史
が
、
他
の

観
光
地
と
趣
を
異
に
し
て
い
る
か

ら
で
し
ょ
う
」
と
評
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
首
都
圏
の
レ
ジ
ャ
ー

や
余
暇
の
過
ご
し
方
は
刻
々
と
変

化
し
て
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
や
駅
に

｢

ス
パ｣

が
続
々
と
整
備
さ
れ
、
愛

好
家
の
女
性
は
温
泉
に
入
り
、
エ

ス
テ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
楽
し
む
一

人
の
癒
し
の
時
間
に
お
金
を
惜
し

み
ま
せ
ん
。
お
台
場
の
ビ
ル
内
に

は
日
本
旅
館
を
模
し
た｢

も
て
な

し
の
空
間
」
が
設
け
ら
れ
、「
移
動

の
時
間
と
お
金
を
節
約
し
、
ご
家

族
で
最
高
の
も
て
な
し
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
」
と
誘
い
ま
す
。

　
一
方
、
平
成
16
年
度
の
観
光
白

書
は
、
す
べ
て
が
右
肩
下
が
り
の

中
で
、「
開
拓
者
魂
で
地
域
を
活

性
化
し
」
入
込
み
客
を
２
５
９
万

人
か
ら
６
９
４
万
人
に
伸
ば
し
た

山
梨
県
高
根
町
、「
伝
統
的
な
街

並
み
作
り
」
に
取
り
組
み
、
58
万

人
か
ら
１
２
０
万
人
と
し
た
岐
阜

県
古
川
町
な
ど
の
実
例
を
掲
げ
、

観
光
地
の
盛
衰
は
全
国
一
律
で
な

い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
件
の
観
光
関
係
者
は
、「
こ
れ

か
ら
の
伊
東
市
の
魅
力
は
？
」
と

問
い
掛
け
て
い
ま
す
が
、
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

く
だ
ん

い
や

立教大学観光学部教授
静岡県観光交流懇話会座長

溝尾良隆氏

すべてが右肩下がりの中、�
全国には、�
開拓者魂で地域を�
活性化している�
ところもある�

静岡県首都圏担当局長
兼東京事務所長

杉山滋敏氏

これからの伊東
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観
光
論
は
数
多
い
が
、
伊
東
は

伊
東
と
い
う
個
性
そ
の
も
の
で
あ

っ
て
「
伊
東
独
自
の
観
光
論
」
を

つ
く
り
あ
げ
る
し
か
、
観
光
再
興

の
道
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

「
海
と
森
、
大
自
然
の
中
の
温
泉

で
気
分
が
晴
れ
、
日
の
出
で
パ
ワ

ー
を
も
ら
え
る
」
。
母
は
大
好
き

な
伊
東
を
こ
う
表
現
し
て
い
た
。

毎
月
の
よ
う
に
伊
東
で
泊
ま
り
、

ア
ジ
の
干
物
を
手
に
い
つ
も
笑
顔

で
帰
っ
て
き
た
。

　
こ
れ
が
伊
東
の
典
型
的
な
評
価

だ
と
思
う
が
、
観
光
都
市
の
発
展

に
は
”よ
さ
“を
徹
底
的
に
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
が
不
可
欠
だ
。

　
た
だ
、
強
力
な
景
観
条
例
で
伝

統
的
な
町
並
み
保
存
を
推
進
す
る

金
沢
市
・
土
出
保
市
長
の
「
観
光

都
市
と
い
う
の
は
結
果
で
あ
っ
て
、

目
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と

い
う
発
言
は
示
唆
に
富
む
。

　
ま
ち
は
市
民
自
身
が
住
み
や
す

く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民
を

意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
で
、
美
し

く
、
弱
者
に
も
優
し
い
快
適
性
が

実
現
す
れ
ば
、
来
訪
者
に
も
す
て

き
な
観
光
地
に
な
る
は
ず
だ
。

　
快
適
な
ま
ち
中
で
は
、
市
民
た

ち
が
い
き
い
き
と
し
、
笑
顔
が
い

つ
も
あ
ふ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

人
気
の
「
湯
布
院
」
も
町
民
の
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
運
動
を
原
点
に
、

全
国
か
ら
支
持
を
集
め
る
温
泉
郷

へ
と
発
展
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
美
し
い
景
観
と

自
然
を
持
つ
伊
東
の
観
光
資
源
や

イ
ベ
ン
ト
の
”棚
卸
“が
毎
年
必

要
だ
。
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
問
題

点
を
解
決
し
、
良
さ
は
徹
底
し
て

高
め
る
こ
と
で
、
い
つ
ま
で
も
愛

さ
れ
る
観
光
地
に
育
つ
と
思
う
。

　
私
も
伊
東
が
大
好
き
だ
。
観
光

白
書
の
ま
ね
な
ど
で
は
な
く
、
日

本
一
、
世
界
一
の
企
画
を
創
造
で

き
た
ら
す
ば
ら
し
い
。

　
私
ど
も
由
布
院
は
人
口
１
万
人

足
ら
ず
の
小
さ
な
地
域
で
す
が
、

「
も
っ
と
も
住
み
よ
い
ま
ち
こ
そ

優
れ
た
観
光
地
で
あ
る
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
を
40
年
以
上
大
切
に

し
て
き
ま
し
た
。
小
さ
く
て
も
住

み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
、
由
布
院

ら
し
さ
を
大
切
に
し
、
徐
々
に
お

客
さ
ま
の
支
持
を
い
た
だ
い
て
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
旅
館
は
ハ
コ
型
の
大
き
な
も
の

は
作
ら
ず
、
そ
う
し
た
施
設
で
の

囲
い
込
み
を
避
け
、
い
ろ
ん
な
業

種
や
年
代
の
人
た
ち
が
手
を
結
べ

る
よ
う
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
ま

た
地
域
で
消
費
す
る
も
の
を
で
き

る
だ
け
地
域
で
調
達
す
る
こ
と
や
、

お
客
さ
ま
を
ほ
ど
よ
い
距
離
感
で

も
て
な
す
こ
と
な
ど
は
、
現
在
Ｎ

Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
放
映
中
の
「
風
の

ハ
ル
カ
」
の
中
で
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
で
も
、
観
光
に
「
は
や
り
す
た

り
」
や
「
浮
き
沈
み
」
は
つ
き
も

の
で
、
私
ど
も
由
布
院
も
同
じ
宿

命
の
中
に
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も

こ
う
し
た
中
で
こ
そ
、
地
域
で
共

有
で
き
る
夢
が
持
て
る
こ
と
や
、

地
域
内
外
の
仲
間
が
い
る
こ
と
が
、

何
よ
り
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
例
え
ば
由
布
院
と
妹
背
の
仲

で
あ
る
別
府
で
は
、「
別
府
八
湯

温
泉
泊
覧
会
『
オ
ン
パ
ク
』
」
が
、

今
秋
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
地
域
の
資
源
と
人
材
に
気
付
い

た
別
府
市
民
が
、
観
光
だ
け
で
な

く
滞
在
や
移
住
ま
で
視
野
に
入
れ

て
立
ち
上
げ
た
運
動
で
す
。
観
光

業
者
だ
け
が
観
光
を
担
う
時
代
は
、

ま
も
な
く
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

　
ど
う
か
豊
富
な
伊
東
の
資
源
を
、

皆
さ
ん
市
民
が
も
う
一
度
見
つ
め

て
、
市
民
自
身
の
手
で
掘
り
起
こ

し
、
一
層
磨
き
を
か
け
て
外
の
方

と
交
流
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

特
　
集

市民のための�
まちづくりこそ�
すてきな観光地へと�
発展する道�

毎日新聞社　熱海通信部

鈴木道弘氏
（伊東記者クラブメンバー）

「もっとも住みよいまち�
こそ優れた観光地である」�
というコンセプトを�
40年以上大切に�
してきました�

由布院温泉観光協会長

志手淑子氏
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　前ページで、これから伊東がまち全体としてどのよ
うなことに取り組むべきかを、市外の方々に聞いた。�
　では、個々の観光関連施設はどのようにすれば良い
のだろうか。ご存じの方も多いと思うが、市内には観
光客に大変評判の良い“人気施設”“売れっ子施設”が
あることもまた事実。それらの施設には観光客を魅了
する何かがあるはずだ。�
　ここでは、そのいくつかある施設のうち三つを訪ね、
その魅力の一端を教えてもらった。�

坐 漁 荘
　
伊
東
市
の
最
南
端
の
赤

沢
地
区
よ
り
や
や
北
側
、

広
大
な
溶
岩
台
地
の
上
に

「
伊
豆
箱
根
第
２
種
国
立

公
園
」
に
指
定
さ
れ
て
い

る
別
荘
地
域
が
あ
る
。
そ

の
入
口
か
ら
ほ
ど
な
く
車

を
走
ら
せ
る
と
、
真
っ
赤

な
野
立
笠
が
玄
関
脇
に
鎮
座
し
、

そ
の
奥
に
緑
お
い
茂
る
林
の
中
か

ら
、
石
灯
籠
が
ひ
ょ
っ
こ
り
顔
を

出
し
て
い
る
和
風
建
築
に
出
会
う
。

「
坐
漁
荘
（
ざ
ぎ
ょ
そ
う
）
」
は
、

伊
豆
の
自
然
と
日
本
の
伝
統
建
築

を
融
和
さ
せ
た
純
和
風
旅
館
で
あ

る
。
４
千
坪
の
敷
地
内
に
は
山
桃

や
樅
の
木
、
楠
木
な
ど
が
あ
り
、

樹
齢
１
０
０
年
を
超
し
て
い
る
も

の
が
約
20
本
あ
る
。
昭
和
40
年
開

業
。
現
在
、
18
室
を
そ
の
敷
地
の

上
に
ぜ
い
た
く
に
広
げ
て
い
る
。

対
応
の
知
識
よ
り
も

そ
の
場
に
応
じ
た
知
恵
を

使
え
る
人
に
な
る
こ
と

　
”お
か
み
“の
松
本
美
代
さ
ん
は
、

今
年
７
月
に
行
わ
れ
た
「
第
16
回

全
国
お
か
み
サ
ミ
ッ
ト2

0
0
5

」
の

運
営
委
員
長
を
務
め
た
、
ま
さ
に

日
本
を
代
表
す
る
お
か
み
で
あ
る
。

40
年
間
、
夫
で
あ
る
社
長
の
誠
一

郎
さ
ん
と
共
に
、
ま
さ
に
二
人
三

脚
で
坐
漁
荘
を
盛
り
立
て
て
き
た
。

坐漁荘玄関前で

く
す
の
き

も
み
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天使のイルカ!

美
代
さ
ん
の
今
日
は
、
艱
難
辛
苦

を
乗
り
越
え
て
の
も
の
で
あ
る
が
、

忙
中
、
四
人
の
子
息
の
教
育
に
も

手
を
抜
か
な
か
っ
た
。
今
、
そ
の

う
ち
の
長
男
・
洋
一
郎
さ
ん
が
常

務
と
し
て
経
営
の
一
角
を
担
っ
て

お
り
、
そ
の
手
腕
を
い
か
ん
な
く

発
揮
し
て
い
る
。

　
美
代
さ
ん
に
、
お
か
み
と
し
て

の
毎
日
の
接
客
に
つ
い
て
聞
い
た
。

「
玄
関
で
は
い
つ
も
打
ち
水
を
し

て
お
出
迎
え
し
ま
す
。
お
香
を
た

き
、
熱
い
お
し
ぼ
り
と
お
抹
茶
で

お
も
て
な
し
を
し
ま
す
。
夜
に
な

る
と
「
い
か
が
で
ご
ざ
い
ま
す

か
」
と
ご
あ
い
さ
つ
に
う
か
が
い
、

そ
の
折
り
、
ご
了
解
い
た
だ
け
れ

ば
時
折
々
の
直
筆
の
お
便
り
を
差

し
上
げ
て
お
り
ま
す
」
と
の
こ
と
。

そ
し
て
社
員
に
は
「
い
つ
も
お
客

様
に
目
を
向
け
、
後
ろ
に
も
目
を

つ
け
、
全
体
を
把
握
し
て
い
て
ほ

し
い
。
そ
し
て
、
対
応
の
知
識
よ

り
も
、
そ
の
場
に
応
じ
た
知
恵
を

使
う
人
へ
と
成
長
し
て
ほ
し
い
。

傷
（
ク
レ
ー
ム
）
は
、
浅
い
内
に
お

客
様
の
心
を
す
ば
や
く
察
す
る
こ

と
。
さ
り
げ
な
く
、
即
正
し
い
行

動
へ
と
結
び
つ
け
る
努
力
を
…
」

と
、
持
論
を
教
え
て
い
る
。

日
本
の
伝
統
文
化
を
守
る

本
物
で
あ
り
た
い

　
坐
漁
荘
で
は
、
月
替
わ
り
に
会

席
料
理
を
出
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
１
年
半
ほ
ど
前
か
ら
「
お

運
び
膳
」
と
い
う
５
千
円
の
宅
配

膳
を
始
め
た
。
質
に
こ
だ
わ
っ
た

限
定
メ
ニ
ュ
ー
で
、
こ
れ
が
人
気

と
の
こ
と
。
お
風
呂
の
入
浴
券
も

つ
い
て
く
る
の
で
、
エ
ス
テ
と
併

せ
て
利
用
す
る
方
も
い
る
と
か
。

　
美
代
さ
ん
は
、
旅
館
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
締
め
く
く
っ
た
。

「
日
常
で
あ
っ
て
は
ダ
メ
。
感
動

が
な
い
と
。
私
ど
も
の
宿
は
、
日

本
の
伝
統
文
化
を
守
る
本
物
で
あ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
”
坐
漁

荘
“
を
目
的
に
お
客
様
に
来
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
伊
豆
大
島
が
ち
ょ
う
ど

良
い
存
在
感
を
示
し
な
が

ら
、
手
前
の
梢
の
緑
と
海

の
水
平
線
が
、
絶
妙
な
バ

ラ
ン
ス
を
保
つ
。
そ
ん
な

風
景
画
の
よ
う
な
見
晴
ら

し
の
上
に
ペ
ン
シ
ョ
ン

「
天
使
の
イ
ル
カ
！
」
は

建
つ
。
富
戸
の
「
ぐ
ら
ん
ぱ
る
公

園
」
よ
り
や
や
北
寄
り
。
国
道
か

ら
は
海
側
に
歩
い
て
１
分
の
距
離

だ
。
ホ
ワ
イ
ト
と
ブ
ル
ー
を
基
調

に
し
た
建
物
は
、
イ
ル
カ
の
「
い

や
し
」
と
「
清
潔
感
」
を
見
る
者

に
感
じ
さ
せ
、
こ
れ
か
ら
泊
ま
ろ

う
と
す
る
者
に
大
き
な

期
待
感
を
抱
か
せ
る
。

ペ
ン
シ
ョ
ン
経
営
に

あ
こ
が
れ
て

東
京
か
ら
や
っ
て
き
た

　
天
使
の
イ
ル
カ
！

（
以
下
、
略
し
て
「
イ
ル

カ
」
）
は
、
池
田
匠
恵
司

さ
ん
と
妻
の
久
妙
子
さ

ん
が
２
人
で
切
り
盛
り

し
て
い
る
。
二
人
と
も

30
代
半
ば
。
７
年
前
に

東
京
都
江
戸
川
区
か
ら

や
っ
て
き
た
。

「
結
婚
前
か
ら
ペ
ン
シ

ョ
ン
経
営
に
あ
こ
が
れ

て
い
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ

ク
の
運
転
手
を
し
な
が
ら
コ
ツ
コ

ツ
と
資
金
を
貯
め
”
な
せ
ば
な

る
“の
精
神
で
、
目
標
ど
お
り
20

代
で
独
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
、
匠
恵
司
さ
ん
。
ペ
ン
シ

ョ
ン
に
対
す
る
思
い
は
強
い
。

「
イ
ル
カ
」
も
、
他
の
人
気
施
設

同
様
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
。
今
年

は
特
に
結
婚
や
出
産
な
ど
、
状
況

が
変
化
し
て
か
ら
来
る
お
客
さ
ん

が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
。

「
３
年
前
に
、
付
き
合
っ
て
１
か

月
ほ
ど
の
カ
ッ
プ
ル
が
泊
ま
り
に

き
ま
し
た
。
そ
し
て
最
近
そ
の
二

人
が
結
婚
し
、
ま
た
泊
ま
り
に
き

か
ん
な
ん
し
ん
く

た

け

し

く

み

こ

特
　
集

“おかみ”の松本美代さん

坐漁荘は伊豆の自然美が最大限に生かされた宿泊施設
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旬席 ふみ
　
国
道
を
南
下
し
、
伊
豆

高
原
駅
近
く
の
桜
並
木
通

り
の
ガ
ー
ド
を
く
ぐ
り
、

そ
の
近
辺
を
右
折
し
て
山

側
に
道
を
入
る
。
車
を
３

分
か
ら
５
分
走
ら
せ
た
森

の
中
に
、「
旬
席
　
ふ
み
」

は
あ
る
。
店
長
の
三
浦
史

武
さ
ん
は
38
歳
。
生
ま
れ
は
別
の

場
所
だ
が
伊
東
で
育
っ
た
と
い
う
。

三
浦
さ
ん
に
お
店
の
状
況
を
聞
い

て
み
た
。

「
京
都
の
町
屋
ス
タ
イ
ル
を
意
識

し
た
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
タ

ー
ゲ
ッ
ト
は
女
性
で
す
ね
。
実
際
、

お
客
さ
ん
の

95
％
は
女
性
。

女
性
は
見
た

目
の
美
し
さ

か
ら
入
り
ま

す
の
で
、
堀

ご
た
つ
に
し

て
も
ト
イ
レ

に
し
て
も
、

こ
だ
わ
っ
た

造
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。

料
理
は
一
回

で
は
全
部
を

出
し
切
れ
な

い
の
で
、
お

客
さ
ん
に
は

何
回
も
リ
ピ

ー
ト
し
て
来
て
い
た
だ
き

た
い
し
、
ま
た
実
際
来
て

い
た
だ
い
て
も
い
ま
す
」

そ
の
繁
盛
ぶ
り
は
、
平
日

で
も
お
客
さ
ん
を
断
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
だ

と
い
う
。

若
い
人
に
「
こ
れ
が
和
食
」

と
い
う
も
の
を

味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い

　
三
浦
さ
ん
は
、
こ
の
店
を
開
く

前
に
修
行
を
し
て
い
る
。
京
都
に

７
年
、
神
戸
、
明
石
、
姫
路
で
合

わ
せ
て
６
年
、
計
13
年
ほ
ど
だ
。

決
し
て
や
さ
し
い
修
行
で
は
な
か

っ
た
こ
と
が
、
三
浦
さ
ん
の
お
店

に
対
す
る
こ
だ
わ
り
か
ら
も
容
易

に
理
解
で
き
る
。

「
毎
朝
、
富
戸
の
定
置
網
に
か
か

っ
た
も
の
を
買
い
に
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
自
分
で
仕
込
ん
だ

も
の
し
か
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
調
理
の
よ
う
す

は
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
見
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
て
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
あ
と
値
段
で
す
。
高
級

そ
う
に
見
え
る
と
思
う
の
で
す
が

廉
価
で
す
。
今
の
若
年
層
の
方
は
、

き
ち
ん
と
し
た
食
べ
物
を
あ
ま
り

食
べ
て
い
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

だ
か
ら
「
こ
れ
が
和
食
」
と
い
う

も
の
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」

湯
布
院
で
は

料
理
人
た
ち
が
集
ま
り

研
究
会
を
開
く

　
三
浦
さ
ん
に
、
こ
れ
か
ら
の
伊

東
の
観
光
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
。

「
湯
布
院
で
は
、
料
理
人
た
ち
が

集
ま
っ
て
皆
で
「
湯
布
院
の
料
理

を
良
く
し
よ
う
」
と
研
究
会
を
開

く
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
伊
東
で
も
、

一
人
一
人
が
「
お
客
さ
ん
に
ま
た

来
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
努
力
す

れ
ば
、
ま
ち
全
体
が
良
く
な
っ
て

い
く
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」

て
く
れ
た
ん
で
す
。
う
れ
し
か
っ

た
で
す
ね
ー
」
と
話
す
。
自
然
と

顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
。

妻
の
久
妙
子
さ
ん
は

エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン

”安
心
感
“
を
提
供

「
イ
ル
カ
」
で
は
、
妻
の
久
妙
子

さ
ん
が
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
で
あ

り
、
自
ら
お
客
さ
ん
に
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
と
い
う
。

「
他
の
宿
泊
施
設
で
は
、
エ
ス
テ

を
外
部
委
託
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
こ
で
は
わ

た
し
が
直
接
お
客
さ
ま
に
サ
ー
ビ

ス
し
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
対

処
で
き
、
安
心
さ
れ
る
お
客
さ
ま

が
多
い
よ
う
で
す
」
と
の
こ
と
。

　
ま
た
、
安
心
と
い
う
意
味
で
は
、

こ
れ
以
上
の
も
の
は
な
い
「
防
災

グ
ッ
ズ
」
に
も
気
を
配
る
。
玄
関

に
設
置
し
て
あ
る
も
の
を
始
め
と

し
て
、
館
内
に
は
防
災
キ
ッ
ト

（
Ｆ
Ｍ
・
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
対
応
、
懐

中
電
灯
、
サ
イ
レ
ン
、
白
銀
灯
付

き
）
が
四
つ
設
置
さ
れ
て
い
る
。

「
自
分
た
ち
だ
け
な
ら
と
も
か
く
、

お
客
さ
ま
の
命
を
預
か
っ
て
い
ま

す
か
ら
ね
。
観
光
だ
け
に
目
が
い

き
が
ち
で
す
が
、
防
災
に
も
目
を

配
ら
な
い
と
」

オーナーの池田匠恵司さん

店長の三浦史武さん

久妙子さん自ら
エステサービス
を提供

館内に四つ設置
されている防災
キット

10月の献立の一例すっきりした建物の
外観に、趣のある店
の看板
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伊
東
市
は
、
実
に
働
く
人
の
８
割
が
観
光
関
連
従

事
者
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。�

　
こ
こ
で
は
、
よ
り
「
市
民
的
な
感
覚
」
で
観
光
に

従
事
す
る
人
々
の
思
い
を
紹
介
し
た
い
。�

　
い
ず
れ
も
「
観
光
の
心
」
を
持
ち
合
わ
せ
た
伊
東

の
誇
る
観
光
人
だ
。�

館内に花を生け�
お客様の心の癒しを演出すべく�
日々、花と向き合っています�

　宿泊の予約係をしています。電話での対応が主
ですが、その電話の中で、予約するお客さまがど
のような構成（たとえば家族連れだとか、高齢の
ご夫婦だとか）をお聞きします。その構成によっ
てご案内のパンフレットの組み合わせを変更し、
お客さまに伊東を最大限ご満喫いただけるよう、
努力しています。
　現在、当ホテルには華道部があり、板前などを

含む８人の社員が館
内に花を生け、空間
に彩りを添えていま
す。わたしも部員と
なり、師範の資格を
取得して、後輩の協
力を得ながら、お客

さまの心の癒しを演出できたらと、日々花と向き
合っています。
　伊東のまちに目を向けると、中心市街地がずい
分寂しくなってしまったような気がしています。
観光客の皆さまが楽しめるようなお店がもっと増
えるといいし、もっと温泉情緒のあるまちになっ
てほしいと思います。また、きれいなまちとなる
よう、設置するごみ箱の数も増やしたらいいと思
います。
　ホテルに働く者として、やはりお客さまに気軽
に話しかけていただけるような人になりたいです。
わたし自身が元気に明るくあいさつし、積極的に
一声おかけするようにしています。そして他の社
員が良い接客をしているところから学び、一歩一
歩成長していけたらと思っています。

ホテル暖香園　小林美邦子さん

特
　
集

観光に生きる市民の思い
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　園内の「バードパラダイス」で働いています。
主な仕事の内容は、鳥たちの健康や生育を管理す
ることですが、鳥たちのエサやり体験や生態の説
明など、接客の方もさせていただいています。
　この公園では、わたしたち飼育担当が日ごろか
ら動物に話し掛け、コミュニケーションをとって
信頼関係を築いているので、動物が大丈夫な範囲
で、お客さまに最大のワクワク感、ドキドキ感を
味わっていただくこ
とができます。また、
お客さまの好みに合
わせて、その時期に
合った満足を引き出
すことができるよう、
努力しています。
　伊東の観光については、観光に携わる人、さら
に言えばコンビニ店員の方でも、観光の心を持っ
ていてほしいと思います。旅先で現地の人に不親
切な態度をとられ「さっきまで楽しかったのに
…」という経験をされた方もいるはず。また、按
針祭などのイベントでは、自分たちがいい席を確
保するのではなく、観光客の方に席をおゆずりす
るなどのゆとりがあってもいいかもしれません｡
他県ナンバーの車に進んで道をおゆずりすること
も、観光地としていいイメージになるのではない
でしょうか。
　実際には一期一会（いちごいちえ）かもしれま
せん。でも、「もう会わないからいいや」ではなく、
もう一度伊東に来てもらえるような接客をした方
が、気持ちがいいと思います。

　昨年、伊豆高原の体験型施設が協力し「伊豆高
原体験村」というものを作りました。これは、陶
芸釜やガラス工房などの体験型観光施設が、今ま
で個々に事業展開していたものを結集し、一大体
験ゾーンとしてその魅力を発信して、複合的に皆
さんに楽しんでいただこうというものです。
　わたしの店は、食器に自由にデザインし、世界
でただ一つの自分だけの食器を作ろうという工房
で、この体験村の施
設の一つです。「作
る喜び、使える喜
び」と「量産ではな
い、オリジナルのも
のを手作りで」をキ
ーワードに、観光客
の皆さんに楽しんでいただくことが、わたしの喜
びです。そのために、お客さんが作業に没頭しや
すく、また自由さを感じてほしいという思いで、
あえて少しお客さんとの距離を取っています。も
ちろん、お客さんとたくさん話した方がいい場合
もあるので、お客さんが楽しくなるような雰囲気
作りに努めています。
　今、お年寄りや障害を持っている方などが以前
より増えています。そのような方が安心して体験
を楽しめるよう、福祉的な提案ができればと考え
ています。たまたま、うちの工房では食器にデザ
インするということが、指先への刺激になり、リ
ハビリにもいいと思われますので、お役に立てれ
ばと思います。

お客様に最大の�
ワクワク感、ドキドキ感を�
味わっていただきたい�

伊豆シャボテン公園　大島星子さん リトルマイスター　飯田慎一さん

「作る喜び、使える喜び」�
お客さんの喜びが�
わたしの喜びになります�

広報いとう 14



　宇佐美地区の民宿の仲間が協力し、今年の春、
他県の修学旅行生の受入れを行いました。何年か
前から下田や西伊豆で受入れていると聞いていた
ので、いいなと思っていたところ、ちょうど旅行
会社から提案があり、仲間に呼びかけをして実施
することになりました。
　都会や内陸に住む修学旅行生たちは、海の遊び
方を知りません。だから、いろいろな体験メニュ

ーを用意しました。
地引網体験やひもの
開き体験のほか、釣
りざおなども用意し
て、えさのつけ方か
ら教えました。正直
なところ、手間もか

かりました。でも、子どもの時に今まで
体験したことのないことをすれば、それ
は忘れられない思い出となり、きっとま
た大人になった時に泊まりに来てくれる
と思ったんです。しかも今度は自分たち
の子どもを連れて。そしてその子どもた
ちもここで自然体験をし、世代を通じて
宇佐美に来てくれるようになると思い
ます。
　修学旅行生を受け入れる中で、自分た
ち民宿の仲間も団結できたように思いま
す。民宿業は厳しいですが、それぞれの
民宿が初心に戻り、お客さんがこのまち
に来てすばらしい旅行の思い出ができる
よう、皆で協力していけたらと思います。

　この会社になる前からここで働いていたから、
もうからこれ25、6年ぐらいになるかなぁ。部屋
の整備が主な仕事で、クロスの張替えやペンキ塗
り、じゅうたんの清掃や障子のサンの直しなど、
いろんなことをしましたよ。スロープや垣根、衝
立（ついたて）なども作った。とにかく、お客さ
んが不愉快になりそうなものすべてを取り除くの
が、わたしの役目でしたし、今もそうです。

　昔は酔っ払っても
のを壊す人が多かっ
た。それをその日の
うちに直して、明日
のお客さんに不都合
がないようにするの
がうれしかった。も

のを新しく作るよりも、人が作ったものを修理す
ることの方が難しいから、うまくいった時はうれ
しい。うまくいかない時もあるけど、心から修理
しよう、直そうと思えば大抵うまくいく。
　自分はお客さんに接することはないけど、最近
はお客さんの気持ちのわからない従業員もたくさ
んいるかな。「言われたからやる」ではなく、お客
さんの気持ちになって進んでやることが大事だと
思うよ。設備や景色はなかなか変えられない。で
も、心の持ち方一つによって変えられることはあ
る。そして、給料の分しか働かないということで
はなく、一旦仕事に入ればお金のことは忘れるぐ
らい熱中する気持ちがほしいよ。

設備や景色は変えられない�
でも、心の持ち方一つで�
変えられることはある�

民宿ふかべ　深辺典洋さん ホテルニュー岡部　山中三千夫さん

忘れられない思い出になれば�
きっとまた泊まりに�
来てくれると思います�

特
　
集

15 2005.11



　観光客の皆さんに、伊東への励まし
（エール）とアドバイスをしてもらった。�
　市民の皆さんも、機会があったら観
光客の方に声を掛けてみてください。
きっと素直な感想をもらえますよ☆�

伊東にエールを！

鈴木淳一朗さん・
貴子さん夫妻
（東京都）

「しんきん南箕輪」
年金友の会の皆さん
（長野県）

一橋大学大学院
国際・公共政策
大学院の皆さん

藤本晋吾さん・
真由美さん夫妻
（京都府）

向って左から大沼保子さん・津守敬子さん
内藤幸子さん・安田せつ子さん（神奈川県）

鈴木彰さんと
沙織さん、
長男の龍生くん
（埼玉県）

布施大介さん
米山智子さん
（東京都）

こちらには、よく遊びにきます�
ご飯もおいしくて、とてもGood！�
父母も結婚前よく来ていたそうです�

　　静寂で、自然豊かで�
空気がすんだところが気に入りました�
　　観光スポットへの標識が�
　　もっとあるといいです�

キルギスタンには海がありません�
海にすぐ山がせまっていてすごいです�
　アルマズさん（左・キルギスタン）
海がキレイなのにビックリ！�
　ニャイさん（真中・インドネシア）
リゾート、駐車場、レストランなどが�
コンパクトにまとまっています�
　カピラさん（右・スリランカ）

　　やっぱり温泉っていう�
　イメージがあります�
雑誌で見るよりすごくいいですね�
まち中にタクシーがあまり�
走ってなかったから�
　移動にちょっと�
　　　不便を感じました�

　海がすごくキレイ�
でも、おみやげ屋が少ないかな�
去年の台風で壊れたところが�
　未だに直ってなくて�
　　危ないですね�

城ヶ崎のつり橋は下を見て�
足がガクガク！�
散策路はアップダウンが�
つらかったけど�
いい汗かいて楽しかった�

伊豆は変化に富んでいていいです�
ホテルが高いというイメージを�
なくすようにしたら良いのでは…�

特
　
集
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「常春の伊豆東海岸、天城山系を背にした、相模湾に向かっ
て明るくひらけた温泉観光地」が、伊東のキャッチフレーズ
です。海・山の自然と、四季それぞれの味覚、そして関東一
の湯量と言われる温泉が、多くの観光客の皆さんを引きつけ
ています。
　しかしながら近年、観光客の皆さんの志向に変化が見えて
きました。一つにはウォーキングを兼ねた「市内施設めぐ
り」、二つには「花めぐり」、そして三つ目に「味覚めぐり」
というように“目的意識のはっきりした観光”へと変わって
きているようです。そこには「体験志向」と「健康志向」の
両面がうかがえます。
　これらの「体験志向」「健康志向」に対応し、伊東で満足度
の高い観光をしてもらうために、「長期滞在型観光」のまちづ
くりが望まれています。“観光と商業”“観光と施設”の関係
者がこれまで以上に連携を密にし、サービス内容を長期滞在
型へと変革する中で、時代のニーズに合った伊東へと変わっ
ていきたいと思います。
　ただ、いつの時代でも変わらないものがあります。それは
「観光の心」です。“荷物にならないおみやげ”＝“真心のサ
ービス”を、多くの観光従事者、そして市民みんなが提供す
ることが大切です。このまちでは、一般市民の方でも観光客
の方に日常的に接します。小さな市民の親切が、大きな観光
客の喜びに変わることもあるのです。そしてそれが「伊東の
イメージ」になり、「また伊東へ行きたい！」という思いにつ
ながるのです。
　今は厳しい時ですが、できることを精一杯やりましょう。
市民の皆さんもきっと「観光のまち・伊東」が大好きでしょ
うから。

～記者○Ｓのコラム～
　長引く観光不況により市内経済が停
滞し、群発地震なども相まって名門ホ
テルや老舗旅館が経営破たんするなど、
ここ10年余りですっかり伊東は観光
地としての自信をなくしてしまった…。
広報担当として５年半、多くの市民を
取材する中で率直に感じたことだ。か
く言うわたしも親が市内のホテルの経
理担当を務めており、そのやり繰りの
大変さを折りにふれて聞かされた。言
わば当事者の１人である。
　しかしながら、一方で実際に観光客
の方に聞くと「自然がすばらしい」「温
泉で癒される」「人がおだやか」「何度
も伊東に来ている」など、耳に心地よ
い答が返ってくる。多くの人が「観光
のまち・伊東」を高く評価しているこ
ともまた事実なのだ。このようなこと
から、現在大変厳しい状況に置かれて
いるけれども、このまちの市民である
ことに“誇りを感じてほしい”“自信
を持ってほしい”そんな願いを込めて
この特集を組んだ。
　その誇りと自信を取り戻すために、
一つには、市外の有識者に観光のま
ち・伊東の全体的発展について聞くこ
と。二つ目に、身近に成功している観
光関連施設にその実際的ノウハウ（方
法）を学ぶこと。そして三つ目に「観
光の心」を持つ“観光人”にその姿勢
を学ぶことを提案した。これが良い編
集構成だったかどうかはわからない。
しかし、少しでも皆さんの参考になる
ならばと考えた。
　また、観光に直接従事しない市民に
もできることがあるかもしれない。例
えば、国道に落ちているタバコの吸殻
一つを拾えば、それだけで何人かの観
光客がその吸殻を見ないで済むことと
思う。
　毎日歯を食いしばり、血がにじむよ
うな苦労を重ねている市内の経営者の
方もいると思う。そんな方たちを思い
ながら、そして観光のまちづくりに熱
い情熱を注いだ先人たちを思いながら、
皆さんに伝えたい。
「伊東にはまだ年間600万人以上の観
光客が訪れている。このまちの市民で
あることに、誇りと自信を持ってほし
い」と。

誇りと自信と

“荷物にならないおみやげ”
＝“真心のサービス”
を提供すること

伊東観光協会会長　中村昭和さん

特
集
　
誇
り
と
自
信
と
　
終
わ
り

この特集に関するお問い合わせは、秘書広報課☎内線2224までご連絡ください。�17 2005.11



市
役
所
の
地
球
温
暖
化
対
策

実
績
報
告
（
16
年
度
）

　
伊
東
市
役
所
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
の
16
年
度
実
績
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す

（
左
上
表
）
。

　
目
標
は
、
基
準
年
（
11
年
度
）
の

温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
に
対
し
、

こ
れ
を
18
年
度
末
ま
で
に
５
％
削

減
す
る
こ
と
で
す
。
16
年
度
の
Ｃ

Ｏ
２
換
算
値
は
８
０
４
６
ｔ
で
、

３
０
８
ｔ
の
削
減
（
削
減
率
は

３
・
７
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
市

役
所
の
温
暖
化
対
策
の
取
組
例
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

・
昼
休
み
や
晴
天
時
の
窓
際
等
の

照
明
は
、
支
障
の
な
い
範
囲
で

消
灯
す
る

・
空
調
設
備
の
使
用
は
冷
房
時
28

℃
、
暖
房
時
19
℃
を
目
安
に
、

適
切
な
温
度
管
理
を
す
る

・
物
品
の
運
搬
時
を
除
き
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
使
用
は
控
え
、
３
階

程
度
の
移
動
は
階
段
を
使
う

t

環
境
防
災
課

　
d

内
線
２
４
８
４

環
境
物
品
等
の

調
達
結
果
の
報
告（
16
年
度
）

　
　
　
　
　
―
グ
リ
ー
ン
購
入
―

　
伊
東
市
役
所
で
は
、
平
成
15
年

10
月
か
ら
「
グ
リ
ー
ン
購
入
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン

購
入
と
は
、
市
が
商
品
を
購
入
す

る
時
に
、
環
境
へ
の
負
荷
が
で
き

る
だ
け
少
な
い
も
の
（
エ
コ
マ
ー

ク
の
つ
い
た
商
品
な
ど
）
を
選
び
、

必
要
性
も
十
分
検
討
し
て
購
入
総

量
を
抑
制
す
る
こ
と
で
す
。
16
年

度
は
、
グ
リ
ー
ン
購
入
対
象
品
目

と
し
て
１
４
４
品
目
（
左
表
）
を

定
め
ま
し
た
。

t

環
境
防
災
課

　
d

内
線
２
４
８
４

2
0
0
5

ご
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルin

伊
東

日
　
時
　
11
月
20
日
㈰

　
10
時
〜
15
時

会
　
場
　
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ

ー
及
び
庁
舎
前
噴
水
広
場

リ
サ
イ
ク
ル
で
得
し
ち
ゃ
お
う

　
当
日
受
付
で
、
空
き
缶
20
個
以

上
・
牛
乳
パ
ッ
ク
20
枚
以
上
・
ト

レ
ー
20
枚
以
上
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

20
本
以
上
・
古
紙
（
新
聞
、
雑
誌

な
ど
）
５
㎏
以
上

の
う
ち
、
い
ず
れ

か
を
お
持
ち
に
な

っ
た
方
に
、
リ
サ

イ
ク
ル
品
が
当
た

る
抽
選
券
や
、
粗

品
（
再
生
紙
使
用

の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
や
ノ
ー
ト

な
ど
）
を
お
渡
し

し
ま
す
。

楽
し
い
コ
ー
ナ
ー

盛
り
だ
く
さ
ん

　
空
き
缶
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
を

利
用
し
た
、
リ
サ

イ
ク
ル
を
よ
り
身

近
に
、
楽
し
く
感

じ
ら
れ
る
各
種
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
参
加
者
に

は
、
景
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
来
場
の
際
は

な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

t

美
化
推
進
課

　
d

内
線
２
４
７
２

携
帯
電
話
か
ら
の

１
１
９
番
通
報
直
接
受
信
が

始
ま
り
ま
し
た

　
今
ま
で
携
帯
電
話
か
ら
の
１
１

９
番
通
報
は
、
伊
東
市
内
か
ら
の

通
報
で
あ
っ
て
も
、
沼
津
市
か
富

士
市
の
消
防
本
部
に
つ
な
が
り
、

伊
東
市
消
防
本
部
へ
転
送
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
10
月
11
日

か
ら
は
、
伊
東
市
消
防
本
部
で
直

接
受
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
通

報
に
要
す
る
時
間
が
大
幅
に
短
縮

さ
れ
ま
し
た
。

◇
電
波
の
状
態
な
ど
に
よ
り
、
ほ

か
の
消
防
本
部
に
つ
な
が
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
場
所
を
伝
え

る
際
は
、
市
町
村
名
か
ら
順
に

町
丁
名
、
番
地
、
目
標
物
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

◇
運
転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
報
は

安
全
な
場
所
に
停
車
し
て
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

◇
近
く
に
公
衆
電
話
や
一
般
の
電

話
機
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
こ

市役所の電話番号�
0557-

36-0111

知って得する�

健康情報�

用紙類
文具類
機器類
ＯＡ機器
家電製品
照　明
自動車
制服・作業服
インテリア寝装寝具
作業手袋
その他繊維製品
設備
公共工事
役務
その他

コピー用紙・印刷用紙等８品目
ボールペン・鉛筆・はさみ等59品目
いす・机・棚等６品目
パソコン・プリンタ等8品目
冷蔵庫・テレビ・ビデオテープレコーダの３品目
蛍光灯照明器具・直管40形蛍光ランプ
特殊車両を除く自動車
事務服・防災服等
カーテン・カーペット・毛布・ふとん
軍手
集会用テント・ブルーシート・防球ネット
太陽光発電システム・太陽熱システム等
高炉セメント・排出ガス対応型建設機械等
印刷（印刷会社に発注したもの）
トナーカートリッジ・水切り袋

65.6％
73.9％
67.8％

100.0％
17.0％
0.0％

50.0％
4.8％

調達なし
2.5％

90.5％
調達なし

※
56.6％
20.6％

16年度グリーン購入調達結果（主なもの）

温室効果ガスの総排出量の比較

※92件の工事で7品目を使用

分　　野 対 象 品 目 調達率

年　度
（平成）

排出量
（ＣＯ2換算ｔ）

対基準年度
増減量

（ＣＯ2換算ｔ）

対基準年度
増減率
（％）

11年度

14年度

15年度

16年度

8354

8149

7837

8046

―

-205

-517

-308

―

-2.5

-6.2

-3.7
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前回のごみフェス�
ティバルのようす�

か
ら
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
通

報
場
所
が
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す
。

◇
通
報
後
も
人
命
や
財
産
を
守
る

た
め
、
こ
ち
ら
か
ら
お
願
い
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
ば

ら
く
の
間
は
電
源
を
切
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

◇
火
災
発
生
や
病
院
の
照
会
な
ど
、

１
１
９
番
で
の
問
い
合
わ
せ
は

で
き
ま
せ
ん
。

t

消
防
総
務
課

　
d

(38)
０
１
１
９

伊
東
オ
レ
ン
ジ

ビ
ー
チ
マ
ラ
ソ
ン2

0
0
6

〜
ミ
カ
リ
ン
も
出
場
す
る
よ
〜

日
　
時
　
１
月
15
日
㈰

　
10
時
ス
タ
ー
ト

種
　
目
　

◇
20
㎞
の
部

　
一
般
男
子
＝
39
歳
以
下
・
40
歳

〜
59
歳
・
60
歳
以
上
　
一
般
女

子
＝
39
歳
以
下
・
40
歳
以
上

◇
５
㎞
の
部

　
一
般
男
子
＝
39
歳
以
下
・
40
歳

以
上
　
一
般
女
子
＝
39
歳
以
下

・
40
歳
以
上
　
中
学
生
男
子
女

子
・
小
学
生
男
子
女
子
（
４
年

生
以
上
）

◇
２
㎞
の
部

　
小
学
生
低
学
年
（
３
年
以
下
）

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
保
護
者
と
幼
稚

園
〜
小
学
３
年
生
以
下
の
園

児
・
児
童
で
一
組
）

　
車
い
す
の
方

参
加
料
　
小
中
学
生
＝
千
円
　
高

校
生
以
上
＝
３
千
円
　
フ
ァ
ミ

リ
ー
＝
２
千
円

※
参
加
賞
は
ミ
カ
リ
ン
オ
リ
ジ
ナ

ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
す
。「
わ
く
わ
く

抽
選
会
」
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
　
込
　「
大
会
開
催
要
項
」に
添

付
し
て
あ
る
払
込
取
扱
票
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
料
を

添
え
て
、
郵
便
局
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

締
　
切
　
12
月
９
日
㈮

t

生
涯
学
習
課

　
d

２
８
６
２

第
34
回

伊
東
駅
伝
競
走
大
会

日
　
時
　
２
月
５
日
㈰

　
９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

※
雨
天
決
行

区
　
間
　

◇
７
区
間

　
一
般
男
子
・
高
校
男
子
の
部

◇
５
区
間

　
一
般
女
子
・
市
内
事
業
所
等
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
・
中
学
男
子
・
中

学
女
子
の
部

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
５
千
円

第
１
回
監
督
会
議
　
１
月
７
日
㈯

13
時
30
分
〜
　
市
役
所
低
層
棟

２
階
中
会
議
室

第
２
回
監
督
会
議
　
２
月
５
日
㈰

８
時
〜　
観
光
会
館
第
１
会
議
室

※
監
督
会
議
に
は
必
ず
出
席
し
、

監
督
本
人
が
出
席
で
き
な
い
場

合
に
は
、
代
理
者
が
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

申
　
込
　
第
１
回
監
督
会
議
の
際
、

参
加
申
込
書
、選
手
名
簿（
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
表
）
に
参
加
料
を

添
え
て
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

t

生
涯
学
習
課

　
d

２
８
６
２

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　
上
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

対
　
象
　
本
年
度
中
に
40
歳
・
45

歳
・
50
歳
・
55
歳
に
到
達
す
る

女
性
１
８
０
人

※
た
だ
し
、
説
明
会
に
必
ず
出
席

で
き
る
方

内
　
容
　
中
手
骨
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
・
結
果
説
明
会

申
　
込
　
11
月
１
日
㈫
か
ら
電
話

で
受
け
付
け
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

費
　
用
　
５
０
０
円

肺
が
ん
（
肺
結
核
）
検
診

　
上
記
の「
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
」

と
、
同
様
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

申
込
み
は
不
要
で
す
。

対
　
象
　
16
歳
以
上
の
市
民

内
　
容
　
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
間
接

撮
影
・
喀
た
ん
検
査

費
　
用
　
２
０
０
円
（
喀
た
ん
検

査
も
受
診
す
る
方
は
６
０
０
円
）

※
今
年
度
既
に
受
け
ら
れ
た
方
は
、

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

す
こ
や
か
育
児
教
室

　
子
ど
も
の
発
達
や
育
児
、離
乳
食

の
作
り
方
な
ど
を
学
ぶ
教
室
で
す
。

日
　
時
　
11
月
29
日
㈫
　
９
時
30

分
〜

※
申
込
み
多
数
の
場
合
、
午
後
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

会
　
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
平
成
17
年
６
月
〜
７
月

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
ご
家
族

の
方

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

申
　
込
　
11
月
７
日
㈪
〜
18
日
㈮

に
電
話
で

知って得する�

健康情報�
知って得する�

健康情報�
申込み・お問い合わせは・・・
保健福祉センター（健康推進課）
d37-6321または
d36-0111 内線2565～2567へ
※土日祝日を除く

骨粗しょう症検診日程

12月７日㈬

８日㈭

9時30分～11時30分

13時30分～15時30分

9時30分～11時30分

13時30分～15時30分

宇佐美コミュニティセンター

保健福祉センター

八幡野コミュニティセンター

生涯学習センター荻会館

検診日 時　　間 会　　場
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今月の
　新着予定図書
今月の
　新着予定図書

ツ
キ
コ
の
月

伊
集
院
　
静

さ
よ
う
な
ら
、
私
の
本
よ
！

大
江
健
三
郎

月
と
よ
し
き
り

津
本
　
　
陽

M
O

M
O

K
O

　T
IM

E
S

さ
く
ら
も
も
こ

東
京
奇
譚
集

村
上
　
春
樹

に
ぎ
や
か
な
天
地
　
上
・
下

宮
本
　
　
輝

ラ
ラ
ビ
ボ

奥
田
　
英
朗

あ
な
た
の
こ
と
が
、
い
ち
ば
ん
だ
い
じ

盛
田
　
隆
ニ

少
女
に
は
向
か
な
い
職
業

桜
庭
　
一
樹

東
京
日
記

川
上
　
弘
美

新
聞
が
な
く
な
る
日

歌
川
　
令
三

運
命
の
１
０
２
分

ジ
ム
・
ド
ワ
イ
ヤ
ー

ク
ラ
イ
ム
・
マ
シ
ン

ジ
ャ
ッ
ク
・
リ
ッ
チ
ー

フ
ラ
ン
ス
鍵
の
秘
密

フ
ラ
ン
ク
・
グ
ル
ー
バ
ー

◇
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ

写
真
の
歴
史
入
門
　
第
４
部

弓
道
上
達B

O
O

K

す
ぐ
わ
か
る
キ
リ
ス
ト
教
絵
画
の
見
か
た

◇
Ｄ
Ｖ
Ｄ

風
と
共
に
去
り
ぬ

燃
え
よ
ド
ラ
ゴ
ン

キ
ャ
ッ
ツ
＆
ド
ッ
グ
ス

ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー

◇
児
童
書
・
絵
本

忍
者
に
ん
に
く
丸

は
り
ね
ず
み
と
ヤ
マ
ア
ラ
シ

山
手
町
探
偵
ク
ラ
ブ

開館時間　９時30分～18時
休 館 日　月曜日・11月３日E・23日D・30日D

t図書館d３６-７４３３

＊事情により、今月の新着とならない場合もあります。
　ご了承ください。

　
伊
東
湊
は
、
中
世
か
ら
既
に
物

資
の
集
散
地
と
し
て
名
の
あ
る
町

で
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
大
消
費

地
・
江
戸
に
向
け
て
、
海
、
山
の

さ
ま
ざ
ま
な
産
物
を
運
び
出
し
て

お
り
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
し
た
。

　
江
戸
の
庶
民
は
、
伊
東
産
の
薪

炭
で
煮
炊
き
を
し
、
伊
東
産
の
鰹

節
や
干
し
魚
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
伊
東
産
の
山
葵
や
椎
茸
は

江
戸
っ
子
に
人
気
の
商
品
で
し
た
。

　
今
回
の
市
史
講
演
会
で
は
、
湊

（
＝
港
）
が
果
た
し
た
役
割
を
中

心
に
、
江
戸
時
代
の
伊
東
の
姿
を

た
ど
り
、
湊
が
結
び
付
け
た
も
の

を
考
え
ま
す
。

講
　
師
　
田
上
　
繁
先
生
（
伊
東

市
史
副
編
集
委
員
長
・
神
奈
川

大
学
教
授
）

日
　
時
　
11
月
12
日
㈯

　
14
時
開
演

会
　
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ひ

ぐ
ら
し
会
館
３
階
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

ご
注
意
　
会
場
は
先
着
２
０
０
名

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。

t

生
涯
学
習
課

　
d

内
線
２
８
４
５

か
つ
お

わ
さ
び

し
い
た
け

※写真は平成17年1月に行われた�
　成人式です�

　
平
成
18
年
の
成
人
式
を
、
来
年

１
月
８
日
㈰
に
観
光
会
館
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
す
。
時
間
は
10
時
30

分
か
ら
。
対
象
は
、
昭
和
60
年
４

月
２
日
〜
61
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
で
す
。

　
伊
東
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

に
は
、
ご
案
内
を
お
送
り
し

ま
す
。
住
民
票
を
移
し
た
方

や
、外
国
籍
の
方
で
、伊
東
市

の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
す

る
方
は
、
市
役
所
５
階
の
生

涯
学
習
課
へ
お
電
話
（
内
線

２
８
４
２
）、ま
た
は
窓
口
に

て
直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
“成人できたことを�
　お世話になった人たちに�
　　　　　　感謝しよう！”�

平成18年の成人式�平成18年の成人式�

ぶ
し

み
な
と

講師　田上繁先生

ダ

ン ベ ル 体

操

ちよみのちよみのダ

ン ベ ル 体

操

第
七
回
　
伊
東
市
史
講
演
会

伊
東
の
江
戸
時
代

―
伊
東
湊
が
結
び
つ
け
る
も
の
―

み
な
と
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いとう

創作フェア

こ
ど
も
書
道
教
室

　
吉
田
の
学
校
法
人
扶
桑
学
園
・

日
本
書
道
藝
術
専
門
学
校
で
開
講

し
て
い
る
『
こ
ど
も
書
道
教
室
』

で
す
。

　
今
年
５
月
か
ら
始
ま
っ
た
書
道

教
室
で
は
、
初
回
か
ら
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
教
室
に
入

り
切
れ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
こ
の

ま
ま
の
状
態
で
は
指
導
も
行
き
届

か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
７

月
か
ら
２
組
に
分
け
、
毎
週
月
曜

日
の
午
後
３
時
か
ら
交
互
に
教
室

を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
校
の
師
範
免
許
を
取
得
し
た

研
究
科
学
生
の
指
導
の
も
と
、
子

ど
も
た
ち
は
伸
び
伸
び
と
楽
し
く

書
道
を
学
ん
で
い
ま
す
。
回
を
重

ね
る
ご
と
に
子
ど
も
た
ち
は
情
緒

的
に
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。
礼

儀
正
し
く
あ
い
さ
つ
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
一
つ
の
作
品

を
作
り
上
げ
る
集
中
力
、
持
続
力
、

そ
し
て
完
成
さ
せ
た
喜
び
、
そ
の

中
で
美
的
な
感
性
が
は
ぐ
く
ま
れ

る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
書
道
の
後
の
１
時
間
程
度
、
ボ

ー
ル
遊
び
を
し
た
り
、
イ
ラ
ス
ト

を
描
い
た
り
し
て
自
由
な
遊
び
の

時
間
も
設
け
、
楽
し
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
夏
休
み
に
は
陶

芸
校
舎
に
て
本
校
陶
芸
講
師
の
も

と
、
陶
芸
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
元
気
よ
く
土
を
こ

ね
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
作
品

（
小
さ
な
コ
ッ
プ
や
お
皿
等
）を
作

り
、
こ
れ
に
は
ご
家
族
も
参
加
し

て
、
楽
し
い
夏
休
み
の
ひ
と
と
き

を
共
に
制
作
に
励
み
ま
し
た
。

t

日
本
書
道
藝
術
専
門
学
校

d

(45)
４
１
９
４

　伊東市教育委員会は、「子
どもの居場所づくり」を積
極的に推進しています。こ
のコーナーでは、子どもの
居場所づくりに精力的に取
り組んでいる団体を紹介し
ています。�
　第6回は、「こども書道教
室」です。�
t生涯学習課d内線2842

多くの子どもたちが集まり、
楽しく伸び伸びと書道を学
んでいます�

　このコーナーは、社会教育指導
員の江口千代美さんがお届けする
ダンベル体操のコーナーです。

ご注意　一つの運動を、10～15回を目安
にして行う・ひざはいつもゆるめて
（軽く曲げる）おく・ダンベルを握る
時は、常に手首を内側に内傾させて固
定する・ダンベルの重さは、500g～
２kgを目安にする

材　料…いか２杯・大和芋（いかの重量の10分の1）・笹・細竹・調味料等�
作り方…①下処理しておいたいかの上身・ゲソをミンチし、すり鉢ですりあたる（フ

ードプロセッサーで可）�
　　　　②砂糖・塩・大和芋等を少々加え、よくすりあたる�
　　　　③これを細竹に巻き、蒸し上げる�
　　　　④青笹または竹皮で、これを巻き包む�
　　　　⑤そのまま焼いてお召し上がりください�
�
※「こんな竹輪はイカが！」は残念ながら商品化されていませんが、創作者の山内さ
んは、現在、市役所8階の「ものみ食堂」で料理を作っています。�

　毎年秋に開催される「いとう逸品
創作フェア」。腕自慢が競い合って
あれこれと工夫を凝らし、その年々
のテーマ（素材）を巧みに調理し、
「逸品」に仕上げていきます｡
「料理部門」と「みやげもの部門」
の両部門を、このコーナーで紹介し
ていきます｡

平成12年度　みやげもの部門　最優秀賞�

こんな竹輪はイカが！�

　細竹にイカのすり身を巻き、蒸し
上げて、かまぼこ仕立てにしました。
　召し上がる時は、笹巻きのまま焼
いていただくと良いのですが、天ぷ
らやフライ、シュウマイなどにして
も美味しく召し上がれます。

創作者�
山内祐一さん�

①足の屈伸運動�
足を肩幅に開き、
背筋を伸ばして、
ゆっくりひざを
曲げます。太も
もがきつくなっ
たら、ゆっくり
ひざを伸ばしま
す。

②上体左右ひねり運動�
足を肩幅より
広めに開き、
腕は自然に下
げます。顔を
正面に残し、
反動をつけず
にゆっくり上
体だけをひね
ります。

平成18年の成人式�

vol.2

げ
い
じ
ゅ
つ

ダ

ン ベ ル 体

操

子どもの�
居場所�
をつくろう�

「�
」�

ちよみのちよみのちよみのダ
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t生涯学習センター中央会館 d36-5411 ℻36-4166

皆さんの声をお聞かせください
　皆さんからのおたよりを募集しています。市役所について思
うことなどのほか、「感謝の気持ち」「今になって謝りたいこ
と」など、お気軽におたよりをお寄せください。50字ぐらい
の短いものでも大歓迎です。紙面掲載時に匿名希望の方でも受
け付けます。
　FAX（36-1104）またはハガキに住所・氏名・年齢・電話番号
と、ご意見を記入の上、秘書広報課（〒414-8555大原二丁目
1番1号　広報担当宛て　☎内線2224）までお申込みください。
e-mail（hisyo@city.ito.shizuoka.jp）でも受け付けています。

このコーナーでは、市民の方の
ご意見を掲載しています。日ご
ろ皆さんが思っていること、感
じていることなどを、どしどし
お寄せください。� 　このコーナーでは、皆さんの生涯学習情報の

交換のお手伝いをしています。
　内容についてのお問い合わせは、直接、代表
者または連絡先などにお願いします。

《伊豆フィルハーモニー管弦楽団
　　　　　　　　　　　   第21回定期演奏会》
　第21回定期演奏会を、下記の日程で開催いた
します。新たに船橋洋介さんを指揮者に迎え、
ベートーベン
の交響曲の中
でもアマチュ
アが演奏する
のが難しいと
されている
「田園」にチ
ャレンジいた
します。
日　時　11月20日㈰
　　　　13時15分開場　14時開演
会　場　観光会館ホール
入場料　一般2,000円　高校生以下500円
曲　目　ブラームス　「大学祝典序曲」
　　　　リスト　　　　交響詩「前奏曲」
　　　　ベートーベン　交響曲第６番「田園」
お問い合わせ
　伊豆フィル　☎080-3630-4435
　ホームページ　http://www.izu-phil.com/�

《花と緑の伊豆づくり推進事業
　　　フラワーハンギングバスケット講習会》
　フラワーハンギングバスケットの講習会の参
加者を募集します。生活の中に安らぎを与えて
くれる花々、自分の作ったハンギング・バスケ

ットで、玄関や庭
先に彩りを添えて
みませんか？
　今回は特別に参
加者の方に「修善
寺虹の郷」のペア
招待券をプレゼン
トします。

日　時　11月13日㈰
　　　　13時30分～15時30分（予定）
会　場　生涯学習センター中央会館
費　用　2,000円（材料費のみ）
募集人数　40人　※先着順
講　師　日本ハンギングバスケット協会
　　　　ハンギングマスター
申込み・お問い合わせ
　伊豆市振興公社総務課☎0558-72-7222へ、
　直接お申込み、またはお問合せください。

・市役所は、活用法がたくさんあります！�
　伊東に転入した際、“自分の住むまち
を探検しよう！”と、幼い息子たちと毎
日のように散歩をしました。「広報い
とう」や、市役所からいただいた「
with」から得た情報は“探検”の場所
を決めたり確かめたりするのに、とて
も役立ちました。
　市民会議への参加、市民大学の受講、
今年は「ごみフェスティバル」や「国
際交流フェスタ」の楽しみも知りまし
た。「21世紀アカデミー」の受講は母
子共にとても楽しんで、１年で終える
のが残念でたまらないものでした。タ
イワンリスを自由研究のテーマに選ん
だ息子は、「広報いとう」にリスの被害
が掲載されているのを見て、担当課に
mailで質問し、ていねいな回答をいた
だけて理解を深めることができました。
　時にお役所仕事（ごめんなさい！）

と言われますが、「手続きをする所」だと思っていた
市役所が、実は活用法がたくさんあって身近なところ
だと気づけたことも収穫でした。
　これからも「広報いとう」や市役所のさまざまな企
画を楽しみにさせていただきます。　　（村上幸枝）

・「あいさつ運動」で充実した日々
　いつも「広報いとう」を楽しみにしています。今年
は全市的に「あいさつ運動」の推進に取り組むとか。
　伊東市民になって10年。最近では近所の子どもた
ちと「あいさつ」をすることが習慣になり、子どもた
ちからあいさつされると、うれしいものです。また、
大人同士では、あいさつの後の会話はより親しみがわ
き、近所づきあいがスムーズになります。
　ある日、テレビで「こんにちは」「こんばんは」のあ
いさつの後には、「お元気ですか」「ご機嫌はいかがで
すか」という気持ちが続いているのだと聞きました。
わたしもこの気持ちを忘れず、明るく元気にやさしく
「あいさつ運動」に参加して、充実した日々を過ごし
たいと思います。　　　　　　　　　（鈴木のぶ江）

��
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ビューティフルマインドは、市内に住む若い方
たちを紹介するコーナーです。お問い合わせは
秘書広報課（☎内線２２２４）まで。

勝見　孝嗣さん
（十足）

・お仕事は何ですか
　オーベルジュスタイルのお店で働いています。オー
ベルジュとは、レストランがメインで、宿泊もできる
施設です。フランスの郊外に結構あります。わたしの
勤めているところは日本で2番目にできたオーベルジ
ュで、誇りに思います。
　今はギャルソン（給仕）ですが、将来、ソムリエ
（ワインの専門知識を持ち、客の求めに応じ料理にふ
さわしいワインを選ぶ）になりたいです。だから、毎
日ワインを飲んで勉強しています。

・どうしてソムリエになりたいと思ったんですか
　最初は、ワインなんておいしいものではないと思っ
ていましたが、甘口の白ワインを飲んでおいしいなと
思い、それから白の辛口、赤の甘口、赤の辛口と移っ
ていって、次第に「しっかりしたものを飲みたい」と
思うようになってきたんですね。
　フランスのブルゴーニュ地方に実るぶどうは一種類
なんですが、栽培する人や畑によって、いろいろなワ
インができます。シャルドネ（白）やピノワール
（赤）などですね。その辺もまた奥が深く、おもしろ
いなと思っています。

・尊敬する人はいますか
　父です。別に何をするわけでもないし、うまくは言
えないけど、質問するといろいろなことを知っていま
す。オーラがあるような気がしますね。

　ぼくの名前はミカ坊！　前回は姉さんのミカ
リン娘が初登場だったけど、今回はぼくが初登
場だ。第８回は「イメージキャラクター」だよ。

イメージキャラクター
　ぼくの兄さんの「ミカリン」の名前の由来は、
伊東名産の「ミカン」と競輪の「リン」や海の
「マリン」を合わせた名前なのだ。全国の競輪
場では、いろいろなイメージキャラクターを考
えて、ぬいぐるみを作ったり、宣伝に使ったり
しているよ。少し紹介すると
静岡競輪…ビッキー（天女の羽衣をイメージ）
平塚競輪…ウィンディー（魚のシャチ）
千葉競輪…ライモンくん（ライオン）
宇都宮競輪…ミヤガメくん（かめ）
豊橋競輪…リンリン（うさぎ）
　などなど、すてきなかわいいキャ
ラクターがいっぱいだ。みんなも目
にすることがあったらヨロシクね。

t競輪事業課　d内線２７５１
ホームページ　　　　　　　

http://www.itokeirin.com

芸術家の�

たち�
卵�芸術家の�

たち�
卵�

かつ み こう じ

「薬物を使用したらどういうことになるのかという
学校の説明会があり、“一生治らない”と説明してい
たんです。そこで“消せない傷”になってしまうんだ
と思い、この画を描きました。パソコンでイメージ
を作っていく作業は初めてでおもしろかったです」�

吉田美里さん�
（城ヶ崎高校）�

平成17年度�
薬物乱用防止ポスターコンテスト�

静岡県最優秀賞�
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■法律相談　＊要電話予約8人
　　 8日㈫・15日㈫・25日㈮ 【菊池信廣弁護士】 ‥‥‥‥ ９時～正午
■税務相談　11日　定員なし・21日　先着6人
 11日㈮ 【税理士会による無料相談会】 ‥‥‥‥‥‥‥ 13時～16時
　　　　　　　　K市役所低層棟２階中会議室
 21日㈪ 【鈴木基史税理士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■登記の相談　＊先着6人
 10日㈭ 【鳥井重雄司法書士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10時～正午
■交通事故相談　＊要電話予約４人
 7日㈪ 【県交通事故相談員】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10時～15時
 14日㈪ 【鳥井明典弁護士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■行政相談
 17日㈭ 【土屋貞代行政相談委員】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■人権相談　＊要電話予約４人
 14日㈪ 【鳥井明典人権擁護委員】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■行政手続きと表示登記相談（風俗営業の許可・表示登記）
 9日㈬ 【行政書士・土地家屋調査士】 ‥‥‥‥‥‥‥ 10時～正午
■警察の出張相談
 9日㈬ 【警察署相談員】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■市民相談要望
　　月～金曜日　祝日除く 【市相談担当】‥‥‥‥‥‥‥ ８時30分～17時

■教育相談 ‥‥‥‥‥‥‥ UK生涯学習センター中央会館　☎37-7476
　　月曜日・祝日を除く毎日　9時～16時30分
■家庭児童相談
　　‥‥ U家庭児童相談室　☎37-9667（10時～16時）児童課 ☎内線2541
　　月～金曜日　祝日除く　10時～16時 ＊要予約 K中央児童館「はばたき」２階
■心配ごと相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ UK社会福祉協議会　☎36-5512
　　毎週水曜日　祝日除く　13時30分～16時
■保健相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ UK保健福祉センター　☎37-6321
　　毎週月曜日　9時30分～11時・13時～14時
■消費生活苦情相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ UK環境防災課　☎ 内線2436
　　毎週金曜日　13時～15時
■住まいづくり相談 ‥‥‥‥‥ U都市計画課　☎ 内線2641・2642
　　毎月第２水曜日　10時～正午　K市役所３階会議室
■年金相談　U保険年金課　☎内線２５５７
 1日㈫ 10時～14時30分【三島社会保険事務所】市役所地下会議室
 8日㈫ 10時～14時30分【杉村労務管理事務所】市役所５階小会議室
 21日㈪ 10時～14時30分【三島社会保険事務所】伊東商工会議所
 30日㈬ 10時～14時30分【三島社会保険事務所】市役所地下会議室

困ったときは、お気軽に…　TK市民サービスセンター  ☎内線2226

各種相談

教室及び相談会
■健康相談 22日㈫ 9時～15時30分 保健福祉センター
　＊要予約　☎37-6321

■こころの健康相談 21日㈪ 13時～15時 保健福祉センター
　＊要予約　熱海健康福祉センター　保健福祉課　☎82-9120　　

ほけんコーナー　お問い合わせ　保健福祉センター　☎37-6321

急病になったら
●夜間（毎日午後７時～午前０時）は…市立夜間救急医療センターへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （大原一丁目　☎37-2510）

●深夜（毎日午前０時～午前８時）は…消防署へ連絡してください（☎38-0119）

●休日（午前９時～午後５時）は………各当直医へ   ※緊急の場合は☎119へ

補聴器の相談会　お問い合わせ　社会福祉課　☎内線2519

 4日㈮ 13時30分～15時 保健福祉センター
 18日㈮ 14時～16時 保健福祉センター
 21日㈪ 10時～15時 保健福祉センター
 22日㈫ 10時～15時 八幡野コミュニティセンター
 24日㈭ 10時～15時 宇佐美コミュニティセンター
 28日㈪ 13時～15時 保健福祉センター

９日㈬・30日㈬
９時10分～９時40分
市役所駐車場　 

２日㈬　13時30分～15時30分
　　　　伊東ショッピングプラザデュオ駐車場
30日㈬　10時～15時30分　市役所（東側駐車場）

飼えなくなった犬･ねこの引取り
t環境防災課　d内線2485

Ｈ16. 4月生まれ

Ｈ15.10月生まれ

Ｈ14.10月生まれ

Ｈ17. 8月生まれ

16日㈬・13:00～14:00

10日㈭・ 9:15～10:30

 9日㈬・13:00～14:00

29日㈫・受付12:45～13:15

１歳６か月児健康診査

２ 歳 児 健 康 教 室

３ 歳 児 健 康 診 査

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種

対　　象 日　　時 会　　場

保健福祉センター

献血にご協力ください!!

t社会福祉課　d内線2512

※身分証明書をお持ちください。
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伊東温泉競輪

伊東温泉競輪伊東温泉競輪

伊東マリンタウン�

休館日�

伊東マリンタウン�

市民サービスデー�

伊東マリンタウン�

市民サービスデー�

伊東マリンタウン�

市民サービスデー�

伊東マリンタウン�

市民サービスデー�

日 曜 日 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日

11月� みんなのこよみ� 市役所へのお問合せ�

広 報いとう�

（霜 月）�
平成17年�
（2005年）�

し も つ き �

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

� � 友引� 仏滅� 大安� 赤口� 先勝�

友引� 先負� 仏滅� 大安� 赤口� 先勝� 友引�

先負� 仏滅� 大安� 赤口� 先勝� 友引� 先負�

仏滅� 大安� 赤口� 先勝� 友引 先負� 仏滅�

大安� 赤口� 先勝� 友引�

立冬

七五三

小雪

TEL.0557-36-0111

FAX.0557-36-1104

当直医は、変更になる場合があります。最新の情報は、テレホンサービスや市のホームページでご確認ください。�
■当直医や法律・税務などの情報は…テレホンサービス4411　☎37-4411　　■季節の催物情報は…伊東観光協会　☎37-6105

計量記念日・パートタイム
労働旬間（～10）
社会福祉入所施設防災の日

年金相談

　文化の日

当直医
n横山医院 d35-0431

g阿部脳神経外科医院 d36-9113

s日吉医院 d37-0763

交通事故相談
年金相談
法律相談

秋季全国火災予防運動（̃15）

行政手続きと表示登記相談
警察の出張相談
飼えなくなった犬・ねこの引取り

技能の日

尻つみ祭り
登記の相談

公共建築の日
税を知る週間（̃17）

税務相談

東海館まつり

女性に対する暴力をなくす運動

東海館まつり

東海館まつり

東海館まつり

年金週間（̃12）

富戸・城ヶ崎海鮮みそ汁まつり
当直医
nsはぁとふる内科泌尿器科川奈
 d45-5000

g立花胃腸科外科 d45-4811

交通事故相談
人権相談 法律相談

行政相談

当直医
n前田医院 d37-1912

g月出整形外科医院 d35-0109

s川奈臨海学園診療所 d45-0509

税務相談
年金相談

　勤労感謝の日

当直医
ns稲葉医院 d48-9035

gたかやなぎ整形外科 d55-3322

性の健康週間（～12/1）

法律相談
広報いとう12月号配布予定日

ゆったり・湯めまちウォーク
当直医
ns高野医院 d38-2111

g田島医院 d47-0010

年金相談
飼えなくなった犬・ねこの引取り
11月の納税納期限

当直医
n伊東病院 d37-8888

g張脳神経外科クリニック d32-2539

静岡県青少年健全育成強調月間
　静岡県では、青少年にかかわる行事・イベントを多く実施するとと
もに、11月を「青少年健全育成強調月間」としています。
　次代を担う青少年が、豊かな個性と能力を持った人間に成長するこ
とは、県民の切なる願いです。
　この機会に、青少年健全育成に対する理解と自覚を高めましょう。

t伊東市教育委員会　生涯学習課　d内線2841



市役所へのご連絡は
TEL.0557-36-0111   FAX.0557-36-1104

ホームページ  http://www.city.ito.shizuoka.jp/
E-mail  hisyo@city.ito.shizuoka.jp
〒414-8555　伊東市大原二丁目１番１号

　年末調整の仕方や法定調書・給与支払

報告書の作成の仕方及び所得税の青色申

告決算書の書き方などを説明します。

開催日：11月22日㈫

時間：●法人及び個人の白色申告者

　　　　10時～正午

　　　●個人の青色申告者

　　　　13時30分～15時30分

会場：観光会館　別館

※会場には、駐車場がありませんので、

自家用車でのご来場はご遠慮ください。

t熱海税務署　d81-3515

　誌上で新年の賀意を交換する新年誌を

発行します。伊東市の各種統計資料も掲

載され、とても便利です。

代金：１部　500円

申込：11月15日㈫までに、町内の隣組長

さんまたは秘書広報課（高層棟７階）

へ代金を添えて、お申込を。

t秘書広報課　d内線2225

　伊東駅では、現在バリアフリー化を推

進するため、エレベーターとエスカレー

ターを設置する工事を行っています。

　この工事により、階段や駅のホームが

一部狭くなるなど、駅を利用する際、ご

不便をおかけいたしますが、ご理解・ご

協力、よろしくお願いします。

　工事用の仮囲いは、随時設置し、工事

の完了は、来年３月を予定しています。

t観光課　d内線2711

　11月９日㈬に、消防総合演習が行われ

ます。

　各管内の訓練開始時（各消防団詰所に

時間を掲示）にサイレンが鳴ります。火

事と間違えないようにご注意ください。

t消防総務課　d38-0197

　年金の受給・手続き・各種通知などに

ついてのお問合せにお答えします。

　一般の固定電話の場合、市内通話料金

でご利用いただけます。

受付時間：月～金　８時30分～17時

※10月31日～（祝日・年末年始除く）

★年金を受給されている方の問合せ先

　d0570-07-1165

★まだ年金を受給していない方やこれか

ら年金を請求する方の問合せ先

　d0570-05-1165

t三島社会保険事務所　d055-973-1166

　12月２日の社会保険労務士の日にちな

み、無料の相談会を行います。

日時：12月４日㈰　10時～15時

会場：伊東ショッピングプラザデュオ

費用：無料

t静岡県社会保険労務士会三島支部

d055-999-2050

日時：12月７日㈬　10時～

会場：静岡県熱海総合庁舎会議室

※下記にお問い合わせのうえ、ご来場を。

t熱海財務事務所納税課　d82-9066

　これまで、65歳以上の方が適用でき

た「老年者控除」が廃止されました。ま

た、65歳以上の方の公的年金等に係る

雑所得の計算方法が変わりました。

　所得税の確定申告書の作成や税金の相

談等は、便利な国税庁ホームページをご

利用ください。http://www.nta.go.jp

日時：11月７日㈪ 10時～11日㈮ 15時

会場：市役所１階市民ロビー

内容：税の標語・習字・ポスターの展示

t熱海税務署　d81-3517

 児童虐待を防止するためには、早期発

見・対応が重要です。虐待が疑われる場

合やおかしいと感じたら、市役所や児童

相談所に迷わずご連絡ください。

★静岡県東部児童相談所

　d055-922-4199

★市役所　児童課　d内線2541

日時：11月30日㈬　10時～

会場：身体障害者福祉センターはばたき

対象：市内在住の身体障害者、準ずる方

内容：身体障害者手帳や補装具の交付申

請手続き、医学的相談（整形外科）など

申込：11月10日㈭までに電話で

t社会福祉課　d内線2517

　税理士が、皆さまの税に関する疑問や

不安などに無料でお答えします。

日時：11月11日㈮　13時～16時

会場：市役所低層棟２階中会議室

相談員：市内の税理士

申込：当日市役所１階市民ロビーで受付

費用：無料

t東海税理士会熱海支部　d37-8340

年末調整・青色申告決算説明会

2006年版　新年誌予約受付

伊東駅バリアフリー化工事実施中

秋の全国火災予防運動11/９～15
あなたです

火のあるくらしの  見はり役

ねんきんダイヤル

無料労働相談・年金相談

電話加入権合同公売

平成17年分確定申告ワンポイント

税の作品展
11/11̃17「税を考える週間」

児童虐待防止推進月間

身体障害者巡回相談
無料税務相談会



市役所からのお知らせはCVA２チャンネルとFMなぎさステーション76.3MHzで放送中

休日：11月６日㈰　８時30分～17時

夜間：11月28日㈪　17時30分～19時30分

　　　11月29日㈫　17時30分～19時30分

会場：収納課（市役所高層棟１階）

t収納課　d内線2375

◆市水道の夜間・休日の修理◆ ◆市税・国保税納税相談会◆

◆人口と世帯数◆
人　口

男

女

世帯数

人

人

人

世帯

(    )

(    )

(    )

(    )

(   )

(   )

(   )

(   )

男

女

世帯数

人

人

人

世帯

75,201

35,450

39,751

33,629

+9

+20

-11

+33

-6

-5

-1

-6

544

144

400

300

外国人登録
人　口

10／１現在
（　）は前月比

◆不用品バンク◆
○家庭で必要なくなったが、まだ使えるのでゆずりたい

ものや、ゆずってほしいものを、登録し、紹介します。

○登録商品や詳細については環境防災課☎内線2436まで。

伊東市の９月の主要生活物資の物価指数は105.0です。

◆11月の納税納期限は11月30日㈬◆

市税の納付は、便利で安心な口座振替をご利用ください。

t収納課　d内線2374

国民健康保険税5期�
個人事業税2期・申告所得税2期�

日時：12月10日㈯

　　　開場14時　開演15時

会場：観光会館ホール

出演：ブラック　ボトム　ブラスバンド

共演：伊東城ケ崎高校吹奏楽部

入場料：大人1,000円　高校生以下500

円（消費税込・全席自由）

入場券発売：11月１日㈫～

販売所：振興公社事務室、安住堂レコー

ド各店、本のサガミヤ各店、文泉堂書

店、東海バストラベル、カメラのヤマ

ハン、マルセン会館、岩上書店、

BOOKS.TOKIWA

t振興公社　d37-7135

　ピカソ、横山大観ら20世紀を代表す

る作家の名品に、静岡にゆかりのある作

家の作品、ロダンの「考える人」（小型

像）も展示します。

日時：11月18日㈮～27日㈰

　10時～17時　入館は16時30分まで

　※会期中無休

会場：生涯学習センター中央会館

入場料：無料

★県立美術館学芸員による作品解説

日時：11月19日㈯・27日㈰

　14時～15時

※上記の学芸員による作品解説は、広報

いとう10月号でお知らせした日程か

ら変更になりました。

　11月18日㈬→11月19日㈭

t生涯学習課　d内線2843

日時：12月21日㈬　13時30分̃16時

会場：観光会館別館

対象：市内在住・在勤の方

内容：生花の取り扱い方と飾り方の講義

と体験学習

　講義「花とグリーンの組み合わせ」

　実習「クリスマスを彩る生花たち」

講師：フラワー装飾技能士　西牧宏治

参加料：2,000円（教材費）

定員：40人（応募多数の場合抽選）

申込：往復ハガキに住所・氏名・年齢・

電話番号を記入し下記へ

〒414-0024　和田１-16-１

　㈶伊東市振興公社　フラワー教室係へ

締切：11月30日㈬　当日消印有効

t振興公社

d37-7135

　左記の12月10日㈯

に行われるコンサー

ト時に、市内の音楽

活動を、観光会館ホ

ールのロビーで掲示

紹介します。

対象：市内で音楽活動をする(ジャンル

不問)個人・団体・音楽教室。または

市内在住・出身の音楽家。

申込：ハガキ・電話・FAX・Eメールで

下記へ連絡を。後日詳細を連絡します。

㈶伊東市振興公社

〒414-0024　和田１-16-１

d37-7135　FAX　37-7136

Eメール　itokaikan@tnc.ck.ne.jp

締切：11月15日㈫

t振興公社　d37-7135

音楽活動の情報を
教えてください

 ITO  HAPPY！コンサート
ぶらすが街にやってくる

県立美術館移動美術展
20世紀の美術と

静岡ゆかりの作家たち

フラワー教室

※水道当番店は、配水本管・一般家庭水道メーターまでの漏水修理が原
則で、一般家庭内の修理依頼は、別枠として有料料金です。夜間９時
以降は割増料金がかかります。（　）は夜間専用電話です。

旧 市 内 宇 佐 美 富戸・八幡野・池・赤沢
10／30

～11／5

11／6

  ～12

11／13

  ～19

11／20

  ～26

11／27

～12／3

富 戸 工 業
51-1224･51-0059
田 畑 設 備
51-0103

牧 野 設 備
51-0311

中 西 工 業
51-1317

伊 豆 設 備 工 業
53-2536

ナ ゴ シ 設 備
47-1994 

杉 下 設 備 工 業
48-9126

山 晴 配 管 設 備
47-3509(47-3593)

佃 設 備
47-2673

稲 葉 工 業 所
47-3533

高 山 設 備
36-4524

信 和 設 備 工 業
45-0120

ク ス ダ 住 設
45-8555

殿 岡 設 備
45-4914

木 下 設 備
37-1578
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「広報いとう」では、わかりやすい内容で、
多くの皆さんに読んでいただける紙面づくり
を目指しています。ご意見をお寄せください。
〒414-8555　伊東市大原2-1-1　秘書広報課

■市役所　☎0557-36-0111　℻0557-36-1104�
　　　　　E-mail  hisyo@city.ito.shizuoka.jp�
■宇佐美出張所　☎48-9004　■川奈出張所　☎45-1075�
■富戸出張所　☎51-0010　■対島出張所　☎53-0002�
■荻 連 絡 所　☎36-5553　■東松原町連絡所　☎38-8433

編・集・後・記

　
僕
た
ち
野
球
部
は
、
二
年
生
10
人
、

一
年
生
６
人
の
計
16
人
の
部
員
で
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、

野
球
部
は
県
大
会
に
出
場
し
て
い
ま

せ
ん
。

　
し
か
し
、
今
年
の
野
球
部
は
一
味

違
い
ま
す
。
今
ま
で
の
チ
ー
ム
に
足

り
な
か
っ
た
「
声
」
を
出
す
こ
と
を

中
心
に
、
チ
ー
ム
を
一
つ
に
す
る
こ

と
を
意
識
し
て
日
頃
の
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
ま
で
の
チ
ー
ム
と
い

ち
ば
ん
違
う
と
こ
ろ
は
、
負
け
ん
気

で
す
。
試
合
で
の
反
省
点
を
仲
間
同

士
で
だ
し
あ
い
、
そ
れ
を
練
習
で
克

服
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
勝
ち
た
い
と
い
う
気
持

ち
を
強
め
て
い
っ
て
い
ま
す
。
僕
た

ち
の
チ
ー
ム
の
目
標
は
、
「
常
勝
続

軍
団
（
じ
ょ
う
し
ょ
う
ぞ
く
ぐ
ん
だ

ん
）
」
で
す
。
こ
の
言
葉
に
し
た
意

味
は
、
常
に
勝
ち
続
け
る
チ
ー
ム
に

な
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
か
ら

で
す
。

　
大
会
で
は
、
勝
ち
続
け
な
け
れ
ば

上
に
進
め
な
い
の
で
、
こ
の
目
標
に

し
ま
し
た
。
来
年
の
春
や
夏
の
大
会

で
、
こ
の
目
標
ど
お
り
の
宇
佐
美
中

野
球
部
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
、
日
々

の
活
動
に
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

宇佐美中学校�
野球部�

一
味
違
う

　
　
今
年
の
野
球
部

自然を愛し、
　清潔な環境をつくりましょう

伊東市民憲章�

　東京の大学生になった時、「どこから来

たの」と聞かれ、「伊東だよ」と答えると「い

いところに住んでいるねー！」と言われた。

「自分のまちに飽きないでしょ？」とも。

自分の実感として、初めて伊東が「いいま

ち」と認識された瞬間だった。

　広報担当になって、さまざまなまちの広

報紙を見る。しかし、伊東ほど観光資源に

恵まれたまちは少ない。神戸や長崎といっ

た大観光都市にはかなわないかもしれないが、

確実に“恵まれている”と言える。

　このまちに生まれたことに感謝している。

そして、自然豊かなこのまちで一生暮らし

ていくだろう。　　　　　　　　　　（Ｓ）

　右隣の人気コーナー「アイドル登場」に、

応募していただける方を募集しています。

　お子さん、お孫さんの笑顔を、広報いと

うに載せてみませんか。お電話で、市役所

秘書広報課広報広聴係（℡36-0111内線

2224）へお申込みください。来年の４月

号から順次、掲載させていただく予定です。

ご応募、お待ちしています！　　　　（Ｍ）

　２人は、仲良し姉弟!?
時々、いじわるするけどネ。
　ぼくは、ねえねが
　　　　　だ～いすき♡
　わたしもかずくん
　　　　　だ～いすき♡

大高一成さん　真紀さん（玖須美元和田）の
なりかず ま き

ち はる

かず ま

長女 ちゃん千晴
（３歳）

長男 くん一真
（１歳）
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